
令和８年度 第 1 学年 外国語科 年間指導計画 

 

外国語科の目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと・読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な

情報や考え等を理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次の通り育成する。 

（１）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコ

ミュニケーションにおいて活用できる技能を身につけるようにする。 

（２）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題について外国語で簡単な情報や考えなど理解したり、これらを活用して表

現したり、伝え合ったりすることができる力を養う。 

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションをは

かろうとする態度を養う。 

 

５つの領域別の目標 

聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができるようにする。 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることができるようにする。 

ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉えることができるようにする。 

 

読むこと 

ア 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取ることができるようにする。 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉えることができるようにする。 

ウ 社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉えることができるようにする。 

 

話すこと〔やり取り〕 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりすることができるよ

うにする。 



ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことができ

るようにする。 

 

話すこと〔発表〕 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて話すことができるよ

うにする。 

 

書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて書くことができるよ

うにする。 

 

指導 

時期 単元名 教材名 
配当 

時数 
教材目標 学習活動 

学習指導

要領との

対応 

評価基準 
小学校と

の関連 
重点 

４ 

 

授業開き  １       

第１回 

学力テスト 

 １       

Unit 0 

Nice to Meet 

You 

☐クラスメイトと

あいさつをした

り、好きなもの

をたずね合った

 ２ クラスメイトに挨

拶をしたり、好き

なものをたずねた

り、答えたりする

ことができる 

小学校で学ん

だことを復習

しながら、ク

ラスメイトに

挨拶をした

り、好きな、

ものについて

エ 

話すこと

〔やり取

り〕

（ア） 

知 あいさつや好きなものをた

ずねる文の理解をもとに、

初対面や朝のあいさつをし

たり、好きなものをたずね

合ったり答えたりする技能

を身につけている。 

ウ 

話すこと 

〔やりと

り〕

（イ） 

 



りすることがで

きる。 

聞いたり、答

えたりする。 

思初対面の相手とおたがいのこ

とを知るために、あいさつ

をして名前を伝え合った

り、好きなものについて、

簡単な語句や文を用いて即

興でたずねたり答えたりし

ている。 

態初対面の相手とおたがいのこ

とを知るために、あいさつを

して名前を伝え合ったり、好

きなものについて、簡単な語

句や文を用いて即興でたずね

たり答えたりしようとしてい

る。 

Sounds and 

Letters0 

 1 アルファベットの

名前と音を発音す

ることができる。 

アルファベッ

トの発音を学

び、発音を聞

いてアルファ

ベットを正し

く書く。 

 知アルファベットの文字と音の

関係の理解をもとに、アル

ファベットの文字の名前と

音を声に出して発音する技

能を身につけている。 

イ 

読むこと 

（イ） 

オ 

書くこと 

（ア） 

 

 

Grammar for 

Communication 

0 

 １ 英語の語順につい

て、日本語との違

いを意識して理解

する。 

英語と日本語

の語順の違い

に注意しなが

ら、単語を並

び替えて文を

作る。 

 知 英語の文の語順を理解して

いる。 

 

  



Unit 1 

Hello, 

Everyone! 

□自分のことを

伝えたり、相手

のことをたずね

たりすることが

できる。 

自分の名

前や好き

なものを

伝えよう 

３ 自分のことを知っ

てもらうために、

名前や好きなこと

を伝えることがで

きる。 

・be 動詞の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・一般動詞の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自己紹介

をする。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

知 be 動詞や一般動詞を用いた

文の形・意味・用法を理解

している。 

思 おたがいのことをよりよく

知るために、名前や好きな

ものなどについて、おたが

いのことや考えや気持ち

を、簡単な語句や文を用い

て即興で伝え合ったり、た

ずねたり答えたりしてい

る。 

態おたがいのことをよりよく知

るために、名前や好きなもの

などについて、おたがいのこ

とや考えや気持ちを、簡単な

語句や文を用いて即興で伝え

合ったり、たずねたり答えた

りしようとしている。 

 

 

評価 

・パフォーマンステスト（ＡＬ

Ｔへの自己紹介） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

 

エ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

 

５ 好きなこ

とを尋ね

たり、答

えたりし

よう 

２ おたがいのことを

よりよく知るため

に、好きなことを

たずねたり答えた

りすることができ

る。 

・一般動詞の

疑問文、否定

文の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、相手に好

きなことにつ

いて尋ねる。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（イ） 

（ウ） 

 

相手につ

いて尋ね

たり、答

えたりし

よう 

３ おたがいのことを

よりよく知るため

に、相手の趣味や

部活動などについ

てたずねたり答え

・be 動詞の疑

問文、否定文

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（イ） 

（ウ） 

 



たりすることがで

きる。 

・本文を読

み、概要を捉

え、相手の趣

味などについ

て尋ねる 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

Unit1 

単元テス

ト 

１       

Sounds and 

Letters1 

 1 アルファベットの

2 字 1 音と母音字

の名前読みの発音

をすることができ

る。 

・2 字１音と

母音字の名前

呼びを学ぶ 

・発音を聞い

て単語を書く 

 知アルファベットのさまざまな

母音の発音の理解をもとに、

アルファベットの文字の音を

声に出して発音する技能を身

につけている。 

イ 

読むこと 

（イ） 

オ 

書くこと 

（ア） 

 

Unit 2 

Our New 

Teacher 

□身近な人やも

のについて紹介

したり、たずね

たりすることが

できる。 

身近な人

について

紹介しよ

う 

２ クラスメイトなど

についてよりよく

知るために、身近

な人について紹介

したりたずねたり

することができ

る。 

・She/He の

意味や働き、

使い方を学ぶ  

・本文を読ん

で概要を捉

え、身近な人

について紹介

する 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと 

〔発表〕 

（ア） 

知 He [She] is ….や助動詞

can、This [That] is ….を

用いた文の理解をもとに、

身近な人のことやできるこ

と、どのようなものかにつ

いて伝えたり、たずねたり

答えたりする技能を身につ

けている。 

思 身近な人やものについてよ

りよく知るために、身近な

人のことやできること、ど

のようなものかについての

紹介や疑問に思うことなど

について、簡単な語句や文

  

できるこ

とを尋ね

たり、伝

えたりし

よう 

２ クラスメイトなど

についてよりよく

知るために、身近

な人ができること

をたずねたり伝え

・助動詞 can

の意味や働

き、使い方を

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（イ） 

（ウ） 

 



たりすることがで

きる。 

え、自分ので

きることを話

したり、相手

にできること

を尋ねる 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

を用いて即興で伝え合った

り、たずねたり答えたりし

ている。 

態身近な人やものについてより

よく知るために、身近な人

のことやできること、どの

ようなものかについての紹

介や疑問に思うことなどに

ついて、簡単な語句や文を

用いて即興で伝え合った

り、たずねたり答えたりし

ようとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（他者

紹介） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

近くのも

のや遠く

のものを

伝えたり 

たずねた

りしよう 

２ 身近なものについ

て知ってもらうた

めに、紹介したり

たずねたりするこ

とができる。 

・This is / 

That is の意味

や働き、使い

方を学ぶ。 

・本文を読み

概要を捉え、

身近な人につ

いて前回より

詳しく説明す

る。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと 

〔発表〕 

（ア） 

  

Sounds and 

Letters2 

 1 アルファベットの

さまざまな母音の

発音をすることが

できる。 

・アルファベ

ットの母音の

発音の仕方を

学ぶ 

・音声を聞い

て単語を書く 

・発音の仕方

に気をつけて

文章を読む 

 知 アルファベットのさまざま

な母音の発音の理解をもと

に、アルファベットの文字

の音を声に出して発音する

技能を身につけている。

(L・R・W) 

オ 

書くこと 

（ア） 

 

Unit2  １       



単元テスト 

６ Unit 3 

Our School 

□知らないもの

や人についてた

ずねたり、い

つ・どこなのか

をたずねたりす

ることができ

る。 

知らない

ものや人

について

尋ねよう 

３ 疑問に思うことを

知るために、知ら

ないものや人につ

いてたずねたり答

えたりすることが

できる。 

・疑問詞

What/Who の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ 

・本文を読ん

で概要を捉

え、知らない

ものや人につ

いて尋ねた

り、答える 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知 what や who、 how や

when、 where を用いた疑

問文の理解をもとに、もの

や人、方法や時、場所をた

ずねたり答えたりする技能

を身につけている。 

思 疑問に思うことを解決した

り、知らないものや人につ

いて知るために、ものや

人、方法や時、場所につい

て、簡単な語句や文を用い

て即興でたずねたり答えた

りしている。 

態疑問に思うことを解決した

り、知らないものや人につい

て知るために、ものや人、方

法や時、場所について、簡単

な語句や文を用いて即興でた

ずねたり答えたりしようとし

ている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト 

（インタビュー） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 

いつ、何

をどのよ

うにする

のかをた

ずねよう 

３ おたがいのことを

よりよく知るため

に、いつ、何を、

どのようにするか

をたずねたり答え

たりすることがで

きる。 

・疑問詞

How/When の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、交通手段

や何時にする

のかを尋ねる 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 

場所をた

ずねた

り、伝え

たりしよ

う 

４ 疑問に思うことを

知るために、場所

をたずねたり伝え

たりすることがで

きる。 

・疑問詞

where の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 



・前置詞の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、いつもす

ることの場所

についてたず

ねたり、答え

る。 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

Sounds and 

Letters３ 

 1 アルファベットの

さまざまな母音の

発音をすることが

できる。 

・アルファベ

ットの母音の

発音の仕方を

学ぶ 

・音声を聞い

て単語を書く 

・発音の仕方

に気をつけて

文章を読む 

 知 アルファベットのさまざま

な母音の発音の理解をもと

に、アルファベットの文字

の音を声に出して発音する

技能を身につけている。

(L・R・W) 

オ 

書くこと 

（ア） 

 

Unit3 

単元テスト 

 １       

７ Unit 4 

Friends in New 

Zealand 

□数や時刻、好

きなものについ

てたずねたり、

数をたず

ねたり、

答えたり

しよう 

２ 相手の持ち物トな

どについて知るた

めに、数をたずね

たり答えたりする

ことができる。 

・How many

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

知 How many …? や What＋

名詞 …? の疑問文、命令文

の理解をもとに、数や時

刻、することなどについて

たずねたり答えたり、指示

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 



指示や助言をし

たりすることが

できる。 

え、相手の身

の回りのもの

について数を

たずねたり、

答えたりす

る。 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

や助言をしたりする技能を

身につけている。 

思 おたがいのことをよりよく

知るために、数や時刻、す

ることなどについて、簡単

な語句や文を用いて即興で

たずねたり答えたり、指示

や助言をしたりしている。 

態おたがいのことをよりよく知

るために、数や時刻、するこ

となどについて、簡単な語句

や文を用いて即興でたずねた

り答えたり、指示や助言をし

たりしようとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（オン

ラインでの対話） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

時刻やす

ることに

ついてた

ずね合お

う 

２ おたがいのことを

よりよく知るため

に、時刻やするこ

とについてたずね

合うことができ

る。 

・What time/ 

What+名詞の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、良くする

ことやその時

間についてた

ずねる。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 

相手に指

示したり

助言した

りしよう 

３ 相手に指示したり

助言したりするこ

とができる。 

・命令形の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、相手に指

示したり助言

する。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  

Sounds and 

Letters４ 

 1 アルファベットの

さまざまな母音の

・アルファベ

ットの母音の

 知 アルファベットのさまざま

な母音の発音の理解をもと

オ 

書くこと 

 



発音をすることが

できる。 

発音の仕方を

学ぶ 

・音声を聞い

て単語を書く 

・発音の仕方

に気をつけて

文章を読む 

に、アルファベットの文字

の音を声に出して発音する

技能を身につけている。

(L・R・W) 

（ア） 

Unit４ 

単元テスト 

 １       

Stage Activity 1 

“All about 

Me” Poster 

□自分の好きな

ことについて、

つながりのある

文章を書くこと

ができる。 

 ２ 

 

 

 

自分の好きなことに

ついて、つながりの

ある文章を書くこと

ができる。 

・自己紹介で

取り上げたい

話題について

選び、書く内

容を考える。 

・選んだ話題

についてつな

がりのある文

章を書く。 

カ 

書くこと 

（ア） 

知 自分が好きなことについ

て、Unit 4 までの学習事項

を用いて、つながりのある

文章を書く技能を身につけ

ている。 

思 自分のことを知ってもらう

ために、自分が好きなこと

について情報を整理してつ

ながりのある文章でポスタ

ーを書いている。 

態自分のことを知ってもらうた

めに、自分が好きなことに

ついて情報を整理してつな

がりのある文章でポスター

を書こうとしている。 

 

評価 

・ポスター作成（自己紹介） 

 

オ 

書くこと 

（エ） 

 



夏休み特集 

Our Summer 

Vacations 

夏の思い出を伝

え合おう 

 

 1 夏の思い出を伝え

合うことができ

る。 

・夏休みの思

い出について

振り返る。 

・思い出を説

明するための

絵日記を書

く。 

カ 

書くこと 

（ウ） 

知夏の思い出について、動詞の

過去形などを用いて伝え合

う技能を身につけている。 

思 おたがいのことをよりよく

知るために、夏休みにした

ことについて、簡単な語句

や文を用いて絵日記を書い

ている。 

態 おたがいのことをよりよく

知るために、夏休みにした

ことについて、簡単な語句

や文を用いて絵日記を書こ

うとしている。 

 

評価 

・絵日記作成（夏休みの思い

出） 

 

  

８ 第２回 

学力テスト 

 １       

９ Unit 5 

My Brother in 

Hawaii 

□自分と相手以

外の人やものに

ついて、たずね

たり伝えたりす

Part1 ２ 身近な人について

知ってもらうため

に、その人が好き

なことやふだんす

ることなどを伝え

ることができる。 

・3 人称単数

現在形の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分の身

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

知 三人称単数現在形の文の理

解をもとに、自分と相手以

外の人やものなどについて

たずねたり答えたりする技

能を身につけている。 

思 クラスメイトなど身近な人

の魅力をほかの人に知って

もらうために、その人につ

  



ることができ

る。 

近な人につい

て紹介する 

（イ） いて、事実や自分の考え、

気持ちなどを整理し、簡単

な語句や文を用いて話して

いる。 

態 クラスメイトなど身近な人

の魅力をほかの人に知って

もらうために、その人につ

いて、事実や自分の考え、

気持ちなどを整理し、簡単

な語句や文を用いて話そう

としている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（他者

紹介） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

Part2 ２ 身近な人について

よりよく知るため

に、その人が好き

なことやふだんす

ることをたずねた

り答えたりするこ

とができる。 

・3 人称単数

現在形の疑問

文の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、相手の身

近な人に対し

て、気になる

ことを質問す

る。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ア） 

  

Part3 ２ 身近な人や海外の

文化について知る

ために、人や文化

について書かれた

ブログを読んで、

必要な情報を読み

取ることができ

る。 

・3 人称単数

現在形の否定

文の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・ブログを読

んで筆者の好

きなもの等を

読み取り、そ

れについてコ

メントをする 

ウ 

読むこと 

（イ） 

イ 

読むこと 

（ウ） 

 

Unit 

Activity 

２ クラスメイトの魅

力を伝えるため

に、その人につい

・紹介するペ

アのスピーチ

オ 

話すこと 

〔発表〕 

  



ての情報を整理し

て、友達紹介のス

ピーチをすること

ができる。 

の内容を考え

る。 

・友人紹介の

スピーチをす

る。 

（イ） 

１０ CRT  １       

英検 IBA  １       

Real Life 

English 1 

コマーシャル 

□コマーシャルを

聞き、必要な情報

を聞き取ることが

できる。 

 １ コマーシャルを聞

き、必要な情報を聞

き取ることができ

る。 

 

・コマーシャ

ルの内容を聞

き、概要を捉

える。 

・聞き取った

情報を整理し

てペアに伝え

る 

イ 

聞くこと 

（ア） 

知 必要な情報を聞き取るため

の方法の理解をもとに、コ

マーシャルを聞いて、その

主な内容を聞き取る技能を

身につけている。 

思 ウクレレ教室に参加するか

を考えるために、テレビの

コマーシャルを聞いて、必

要な情報を聞き取ったり、

その情報を友達に伝えたり

している。 

態 ウクレレ教室に参加するか

を考えるために、テレビの

コマーシャルを聞いて、必

要な情報を聞き取ったり、

その情報を友達に伝えたり

しようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

  

Unit５  １       



単元テスト 

Unit 6 

A Rakugo 

Performer from 

the U.K. 

□自分と相手以

外の人について

話したり、だれ

のものかをたず

ねたりすること

ができる。 

Part1 ２ 身近な人や有名人

について知っても

らうために、その

人の特徴などにつ

いて伝えることが

できる。 

・代名詞の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分の好

きな有名人に

ついて話す。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知代名詞や疑問詞 whose、

which を用いた文の理解を

もとに、人やものについて

たずねたり答えたりする技

能を身につけている。 

思 自分と相手以外の人やもの

の持ち主などについて知る

ために、有名人やキャラク

ターについて、事実や自分

の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用い

て伝え合ったり、たずねた

り答えたりしている。 

態 自分と相手以外の人やもの

の持ち主などについて知る

ために、有名人やキャラク

ターについて、事実や自分

の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用い

て伝え合ったり、たずねた

り答えたりしようとしてい

る。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（有名

人、キャラクター紹介） 

・単元テスト 

  

Part2 ２ 持ち主がだれであ

るかを知るため

に、だれのものか

をたずねたり答え

たりすることがで

きる。 

・疑問詞

Whose の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、持ち主を

探すために質

問をする。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと 

〔発表〕 

（ア） 

  

Part3 ２ 文化やことば、服

装などについてよ

りよく知るため

に、インタビュー

記事を読んで必要

な情報を読み取る

ことができる 

・疑問詞

Which の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、ダイアン

ウ 

読むこと 

（ウ） 

  



さんについて

の追加情報を

書く 

・プリントの取り組み 

 

Unit 

Activity 

２ 日本の有名人やキ

ャラクターについ

て知ってもらうた

めに、その人物の

情報を整理してた

ずねたり答えたり

することができ

る。 

・自分の好き

なキャラクタ

ーの情報をメ

モする 

・メモを元に

自分のキャラ

クターについ

て紹介した

り、クイズを

出す。 

   

Real Life 

English 2 

友達の家で 

☐身近な人に許可

を求めたり、依

頼したりするこ

とができる。 

 ２ 身近な人に許可を

求めたり、依頼し

たりすることがで

きる。 

・Can I/ Can 

you の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・自分の状況

に合わせて相

手にお願いし

たいことを伝

えたり、答え

る 

エ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ア） 

知 身近な人に許可を求める表

現や依頼する表現の理解を

もとに、自分がしたいこと

や相手に頼みたいことにつ

いて、伝えたり、答えたり

する技能を身につけてい

る。 

思 したいことや頼みたいこと

を伝えるために、相手との

関係を考えながら、身近な

人に許可を求めたり依頼し

たり、それに適切に応答し

たりしている。 

態 したいことや頼みたいこと

を伝えるために、相手との

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（ア） 

 



関係を考えながら、身近な

人に許可を求めたり依頼し

たり、それに適切に応答し

たりしようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Unit6 

単元テスト 

 １ 

 

 

      

Unit 7 

An Online Tour 

of the U.K. 

□今していること

について説明した

り、たずねたりす

ることができる。 

Part1 2 今していることを

伝え合うために、

現在の動作につい

て説明することが

できる。 

・現在進行形

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分が今

していること

について話

す。 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと 

〔発表〕 

（ア） 

知 現在進行形を用いた文や感

嘆文の理解をもとに、人が

今していることについてた

ずねたり答えたり、感動や

驚きの気持ちを伝え合う技

能を身につけている。 

思 相手に学校や町の雰囲気を

知ってもらうために、生活

の一場面でしていることや

感動や驚きの気持ちを、写

真や動画を見せながら、事

実や気持ちなどを整理し、

簡単な語句や文を用いて即

興で話している。 

態 相手に学校や町の雰囲気を

知ってもらうために、生活

の一場面でしていることや

ウ 

話すこと 

〔やり取

り〕 

（イ） 

 

１１ Part2 2 相手が今何をして

いるかを知るため

に、現在の動作に

ついてたずねたり

答えたりすること

ができる。 

・現在進行形

の疑問文の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと 

〔発表〕 

  



え、映像を見

ながら町の様

子について説

明する。 

（ア） 感動や驚きの気持ちを、写

真や動画を見せながら、事

実や気持ちなどを整理し、

簡単な語句や文を用いて即

興で話そうとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（自分

の学校紹介） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

Part3 2 相手からたずねら

れていることを理

解したり、誰かが

今していることを

知ったりするため

に、チャットのメ

ッセージから必要

な情報を読み取る

ことができる。 

・感嘆文の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、予想され

る反応を考

え、書く。 

ウ 

読むこと 

（イ） 

 

  

Unit 

Activity 

２ 学校や町の雰囲気

を知ってもらうた

めに、写真や動画

について実況報告

をすることができ

る。 

・教科書のイ

ラストの人物

の様子を説明

する。 

・事前に撮っ

てきた映像を

用いて学校の

様子をレポー

トする。 

オ 

話すこと 

〔発表〕 

（ア） 

  

第３回 

学力テスト 

 １       

Real Life 

English 3 

道案内 

 ２ 徒歩での道順をた

ずねたり、教えた

りすることができ

る。 

・道案内で使

う表現を学

ぶ。 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知 徒歩での道順をたずねた

り、教えたりする表現の理

解をもとに、地図を見て道

をたずねたり教えたりする

  



☐徒歩での道順を

たずねたり、教

えたりすること

ができる。 

・教科書の地

図を用いて道

案内をする 

技能を身につけている。

（SI） 

思 相手が目的地へたどり着け

るように、地図を見て状況

を整理し、適切に道案内の

やり取りをしている。 

態 相手が目的地へたどり着け

るように、地図を見て状況

を整理し、適切に道案内の

やり取りをしようとしてい

る。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Unit7 

単元テスト 

 １       

Unit 8 

Think Globally, 

Act Locally 

□したいこと

や、する必要の

あることなどに

ついて説明した

り、たずねたり

することができ

る。 

Part1 ２ 自分や目標とする

人の将来の夢や希

望を伝えるため

に、したいことや

しようとしている

ことを伝えること

ができる。 

・to+動詞の原

形の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分のし

たいことやな

りたいことに

ついてペアで

話し合う 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知不定詞（名詞的用法）や

〈look＋形容詞〉を用いた文

の理解をもとに、したいこ

とや人やものの様子につい

て伝え合ったり、たずねた

り答えたりする技能を身に

つけている。 

思 世界や地域の問題をみんな

で共有して解決するため

に、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

  



１２ Part2 2 相手の希望を知る

ために、したいこ

とやする必要のあ

ることをたずねた

り答えたりするこ

とができる。 

・〈want to〉

の疑問文の作

り方を学ぶ 

・本文を読ん

で概要を捉

え、クラスメ

イトが何をし

たいかたずね

る 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

語句や文を用いて、その現

状を伝え協力を呼びかける

ポスターを書いている。 

態 世界や地域の問題をみんな

で共有して解決するため

に、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて、その現

状を伝え協力を呼びかける

ポスターを書こうとしてい

る。 

 

評価 

・ポスター作成（地域や世界の

課題について） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

 

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 

Part3 2 世界で起きている

問題を知り、自分

たちができること

について考えるた

めに、ポスターを

読んで要点を捉え

ることができる。 

・look+形容詞

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、ポスター

についてのコ

メントを書く 

ウ 

読むこと 

（エ） 

 

 

  

Unit 

Activity 

２ 世界や地域の問題

を共有して解決す

るために、したい

ことやする必要が

あることについ

て、自分の思いを

伝えることができ

る。 

・世界や地域

の問題を解決

するためのポ

スターの内容

を考える 

・ポスターを

作成する 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Real Life 

English 4 

 ２ レストランなど

で、注文をしたり

・レストラン

等で注文する

エ 

話すこと 

知レストランなどで注文をした

り質問に答えたりする表現

  



レストラン 

☐レストランなど

で、注文をした

り質問に答えた

りすることがで

きる。 

質問に答えたりす

ることができる。 

ときの表現を

学ぶ 

・ペアで自分

が欲しいもの

を注文しあう 

〔やり取

り〕 

（ア） 

の理解をもとに、食事の場

面で注文をしたり答えたり

する技能を身につけている 

思 レストランで希望通りに食

事をすることができるよう

に、自分が注文したいもの

を伝えたり、質問に的確に

答えたりしている。 

態 レストランで希望通りに食

事をすることができるよう

に、自分が注文したいもの

を伝えたり、質問に的確に

答えたりしようとしてい

る。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 

Unit8 

単元テスト 

 １       

Stage Activity 2 

My Hero 

□好きな有名人

やあこがれの人

についてたずね

たり、説明した

 2 

 

好きな有名人やあ

こがれの人につい

てたずねたり、説

明したりすること

ができる。 

・憧れの人物

についての情

報をまとめる 

・メモを元に

クイズを出す 

・メモを元に

憧れの人物に

カ 

書くこと 

（ウ） 

知好きな有名人やあこがれの人

について、Unit 8 までの学

習事項を用いて、どんな人

かを理解したり、その人に

ついてたずねたり説明した

りする技能を身につけてい

る。 

  



りすることがで

きる。 

ついて紹介す

る文章を書く 

思 好きな有名人やあこがれの

人がどのような人かを伝え

るために、その人について

の質問をして答えたり、説

明したりしている。 

態 好きな有名人やあこがれの

人がどのような人かを伝え

るために、その人について

の質問をして答えたり、説

明したりしようとしてい

る。 

 

評価 

・ポスター作成（自分の憧れの

人） 

１ Unit 9 

Winter Vacation 

□過去の出来事

について説明し

たり、たずねた

りすることがで

きる。 

Part1 ２ 過去の出来事を伝

えるために、自分

がしたことなどに

ついて説明するこ

とができる。 

・一般動詞の

過去形の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分の冬

休みの思い出

について説明

する 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

知 一般動詞の過去形を用いた

文の理解をもとに、過去の

出来事について伝え合った

り、たずねたり答えたりす

る技能を身につけている。 

思 おたがいのことをよりよく

知るために、クラスメイト

と冬休みの出来事につい

て、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて即興で伝

え合ったり、たずねたり答

えたりしている。 

  

Part2 ２ 冬休みの思い出な

どを伝え合うため

・一般動詞の

過去形の疑問

ウ 

読むこと 

ウ  



に、過去の出来事

についてたずねた

り答えたりするこ

とができる。 

文の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、冬休みに

したことにつ

いてクラスメ

イトに質問を

する 

（ア） 

 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

 

態 おたがいのことをよりよく

知るために、クラスメイト

と冬休みの出来事につい

て、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて即興で伝

え合ったり、たずねたり答

えたりしようとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（冬休

みの思い出紹介） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

Part3 ２ 相手のことや文化

についてよりよく

知るために、日本

での年越しの思い

出についてのレポ

ートを読んで必要

な情報を読み取る

ことができる。 

・一般動詞の

過去形の否定

文の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、主人公の

様子について

書く 

ウ 

読むこと 

（イ） 

  

Unit 

Activity 

２ おたがいのことを

よりよく知るため

に、クラスメート

と冬休みの出来事

について、伝え合

ったり、たずねた

り答えたりするこ

とができる。 

・冬休みにし

たことを整理

する 

・冬休みの思

い出について

伝え合う 

・伝え合った

ことを書く 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  



 

Real Life 

English 5 

旅先からの便り 

☐旅先からの絵は

がきを書くこと

ができる。 

 １ 旅先からの絵はが

きを書くことがで

きる。 

 カ 

書くこと 

（イ） 

知絵はがきを書くときの基本的

な構成や表現の理解をもと

に、旅先からの絵はがきを

書く技能を身につけてい

る。 

思 旅先での様子を伝えるため

に、絵はがきを送る相手の

ことを考えて、旅先からの

絵はがきを書いている。 

態 旅先での様子を伝えるため

に、絵はがきを送る相手の

ことを考えて、旅先からの

絵はがきを書こうとしてい

る。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

Unit 9 

単元テスト 

 １       

２ Unit 10 

This Year’s 

Memories 

□過去の状態や

気持ち、過去の

ある時点でして

いたことについ

Part1 ２ 一年の思い出を伝

え合うために、過

去の状態や気持ち

をたずねたり答え

たりすることがで

きる。 

・be 動詞の過

去形の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知 be 動詞の過去形や過去進行

形、There is [are] ....を用

いた文の理解をもとに、過

去の状態や気持ち、過去の

ある時点でしていたことな

どについて伝え合ったり、

エ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

 



て説明すること

ができる。 

え、自分の思

い出に残って

いる学校行事

やそのときの

気持ちなどに

ついて発表す

る。 

たずねたり答えたりする技

能を身につけている。 

思 日常の出来事や行事での思

い出を残すために、体験し

たことや感じたことについ

て、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて日記を書

いている。 

態 日常の出来事や行事での思

い出を残すために、体験し

たことや感じたことについ

て、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて日記を書

こうとしている。 

 

評価 

・日記作成 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

Part2 ２ 過去の動作を伝え

るために、過去の

ある時点にしてい

たことについて説

明することができ

る。 

・過去進行形

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、過去のあ

る時点にして

いたことを発

表する 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

  

Part3 ２ 相手のことをより

よく知り思い出を

共有するために、

一年の思い出が書

かれた文章を読ん

で必要な情報を読

み取ることができ

る。 

・There is

［are］…の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、主人公の

台詞を想像し

て書く 

ウ 

読むこと 

（イ） 

  



Unit 

Activity 

２  ・先週、何を

していたかた

ずね合う。 

・日記の書き

方を確認する 

・日記を書く 

カ 

書くこと 

（ウ） 

  

Real Life 

English 6 

病院にて 

☐症状やこれまで

の出来事などを

伝えることがで

きる。 

 ２ 症状やこれまでの

出来事などを伝え

ることができる。 

・体調を説明

するときの表

現を学ぶ。 

・クラスメイ

トに体調を聞

いたり、答え

たりする。 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知体調をたずねたり、病気の症

状を伝えたりする表現の理解

をもとに、体調をたずねたり

症状を伝えたりする技能を身

につけている。 

思病院で診察してもらうため

に、相手の体調をたずねた

り、自分の体の症状を伝えた

りしている。 

態病院で診察してもらうため

に、相手の体調をたずねた

り、自分の体の症状を伝えた

りしようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 

Unit10 

単元テスト 

 １       

Learning 

Literature in 

English 

 １ 英語で書かれた文

学作品を聞いて話

の概要を捉え、物

語の構成を理解す

ることができる。 

・物語のあら

すじを聞く。 

・物語の内容

を自由に考え

て書く 

 知 物語の文章構成の理解をも

とに、物語のあらすじを聞

き取る技能を身につけてい

る。 

ア 

聞くこと 

（ウ） 

 



思 物語を楽しんで鑑賞するた

めに、物語の文章構成を意

識することで話の概要を捉

えたり、話をアレンジした

りしている。 

態 物語を楽しんで鑑賞するた

めに、物語の文章構成を意

識することで話の概要を捉

えたり、話をアレンジした

りしようとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（音

読） 

・活動の様子 

第４回 

学力テスト 

 １       

３ Stage Activity 3 

My Favorite 

Event This Year 

□思い出に残っ

た出来事につい

て発表すること

ができる。 

 ３ 思い出に残った出

来事について発表

することができ

る。 

・１年の思い

出を振り返

る。 

・１番の思い

出について発

表原稿をノー

トに書く。 

・原稿を元に

発表する 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

知 一年間で思い出に残った出

来事について、Unit 10 まで

の学習事項を用いて発表す

る技能を身につけている。 

思 一年間で思い出に残った出

来事について、情報を整理

したり感想を考えたりしな

がら原稿を作成し、発表の

ポイントを意識して話して

いる。 

エ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

 



態 一年間で思い出に残った出

来事について、情報を整理

したり感想を考えたりしな

がら原稿を作成し、発表の

ポイントを意識して話そう

としている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（１年

の思い出紹介） 

・プリントの取り組み 

 Let’s Read 

Gon, the Fox 

□物語を読み、

場面や登場人物

の心情の変化を

読み取ったり、

気持ちをこめて

音読したりする

ことができる。 

 ３ 物語を読み、場面

や登場人物の心情

の変化を読み取っ

たり、気持ちをこ

めて音読したりす

ることができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、相手に物

語の流れや登

場人物の心情

が伝わるよう

気持ちを込め

て音読する 

ウ 

読むこと 

（ア） 

知時間の経過や場面と心情の変

化を捉えた読み方の理解を

もとに、物語の場面や登場人

物の心情の変化を読み取る技

能を身につけている。 

思 物語を楽しんで鑑賞するた

めに、場面や登場人物の心情

の変化を読み取ったり、気持

ちをこめて音読したりしてい

る。 

態 物語を楽しんで鑑賞するた

めに、場面や登場人物の心情

の変化を読み取ったり、気持

ちをこめて音読したりしよう

としている。 

 

評価 

  



・パフォーマンステスト（音

読） 

・プリントの取り組み 

 

総時数 １２６時間（うち聞くこと・読むこと・話すこと【発表・やり取り】・書くことをバランス良く行う。その他 14 時間は復習や予備として活用しま

す） 

各単元の最後に「単元テスト」を１時間設ける。 

各３回の学力テストの時間を設ける。 

 

 

 



令和８年度 ２学年 外国語科 年間指導計画 

 

外国語科の目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと・読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な

情報や考え等を理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次の通り育成する。 

（１）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコ

ミュニケーションにおいて活用できる技能を身につけるようにする。 

（２）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題について外国語で簡単な情報や考えなど理解したり、これらを活用して表

現したり、伝え合ったりすることができる力を養う。 

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションをは

かろうとする態度を養う。 

 

５つの領域別の目標  

聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができるようにする。 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることができるようにする。 

ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉えることができるようにする。 

 

読むこと 

ア 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取ることができるようにする。 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉えることができるようにする。 

ウ 社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉えることができるようにする。 

 

話すこと〔やり取り〕 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりすることができるよ

うにする。 



ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことができ

るようにする。 

 

話すこと〔発表〕 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて話すことができるよ

うにする。 

 

書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて書くことができるよ

うにする。 

 

指導 

時期 

単元名 教材名 配当 

時数 

教材目標 学習活動 学習指導

要領との

対応 

評価基準 小学校と

の関連 

重点 

４ 授業開き  １       

第１回 

学力テスト 

 １       

Unit 0 

My Spring 

Vacation 

 ２ クラスメートのこ

とをよりよく知る

ために、これまで

に学んだことを用

いて、自分が経験

したことを伝え合

うことができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分が春

休みにしたこ

とについてペ

アで話した

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知 過去形を用いた文の理解を

もとに、春休みにしたこと

やその感想について、伝え

合ったりたずねたり答えた

りする技能を身につけてい

る。 

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

 



り、たずねた

りする 

思クラスメイトのことをよりよ

く知るために、春休みにし

たことやその感想につい

て、事実や自分の考え、気

持ちなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて即興で伝

え合ったりたずねたり答え

たりしている。 

態クラスメイトのことをよりよ

く知るために、春休みにした

ことやその感想について、事

実や自分の考え、気持ちなど

を整理し、簡単な語句や文を

用いて即興で伝え合ったりた

ずねたり答えたりしようとし

ている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Unit 1 

What can we 

experience on a 

trip? 

 

題材 

旅行の楽しさと

海外の文化や言

Part1 ２ おたがいの予定を

知るために、相手

の予定について書

かれた文章を理解

したり、自分の予

定を伝えたりする

ことができる。 

・未来を表す

表現〈be 

going to〉の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知 未来を表す be going to や

will を用いた文、＜show な

ど＋人＋もの＞、＜call＋A

＋B＞の文の理解をもとに、

これからの予定や計画、旅

行の報告などについて、簡

単な語句や文を用いて即興

エ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

 



語について考え

る。 

 

活動  

旅行の予定を説

明したり、海外

で経験できるこ

となどについて

伝えたりするこ

とができる。 

え、自分がゴ

ールデンウィ

ークに行う予

定のことにつ

いて話す 

で話す技能を身につけてい

る。 

思 留学生に休日を楽しんでも

らうために、自分が立てた

プランについて、行き先の

情報を整理し、簡単な語句

や文を用いて話している。 

態留学生に休日を楽しんでもら

うために、自分が立てたプラ

ンについて、行き先の情報を

整理し、簡単な語句や文を用

いて話そうとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（ALT

への旅行プランの紹介） 

・プリントの取り組み 

・単元テスト 

 

Part2 ２ これからの予測や

おたがいの意志を

伝え合うために、

相手がその場で判

断したことを理解

したり、自分の判

断を即興で伝えた

りすることができ

る。 

・助動詞 will

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、これから

の予定をその

場で考え、話

す。 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

  

Read 

and 

Think① 

２ 旅行の思い出を伝

え合うために、旅

行について報告す

る文章を読んで概

要を捉えたり、あ

る場所についての

情報を伝える文章

を書いたりするこ

とができる。 

・show 人 

ものの意味や

働き、使い方

について学ぶ 

・本文を読ん

で概要を捉

え、シンガポ

ールの文化に

ついて感想を

書く 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Read 

and 

Think② 

２ 旅行の楽しさと海

外の文化や言語に

ついて理解するた

・call A B の

意味や働き、

カ 

書くこと 

（エ） 

  



めに、旅行につい

て報告する文章を

読んで概要を捉え

ることができる。 

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、シンガポ

ールの魅力を

紹介する文章

を書く。 

Unit 

Activity 

２ 留学生に休日を楽

しんでもらうため

に、自分が立てた

プランについて、

行き先の情報を整

理し、簡単な語句

や文を用いて話し

たり書いたりする

ことができる。 

・留学生に行

ってほしい場

所の情報をま

とめる 

・まとめた情

報を元に、留

学生に向けて

プランを考

え、発表する 

・発表した内

容を書く 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

エ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

 

Unit1 

単元テス

ト 

１      

５ Real Life 

English1 

 

機内放送 

 

 1 

 

機内放送を聞き、

必要な情報を聞き

取ることができ

る。 

・放送内容を

聞いて、正し

いものを選ぶ 

・放送に関す

る質問に答え

る 

イ 

聞くこと 

（イ） 

 

エ 

知予定などを伝える表現の意味

や働きの理解をもとに、近い

未来の情報について話される

内容を捉える技能を身につけ

ている。 

ア 

聞くこと 

（イ） 

 



□機内放送を聞

き、必要な情

報を聞き取る

ことができ

る。 

・聞き取った

情報を元に乗

客からの質問

に答える 

・答えた内容

を書く 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

思旅行をより楽しむために、飛

行機に搭乗している状況で、

機内放送から必要な情報を聞

き取っている。 

 

態旅行をより楽しむために、飛

行機に搭乗している状況で、

機内放送から必要な情報を聞

き取ろうとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 

 

 

Unit 2 

What is local 

food? 

 

題材 

日本や外国の料

理のことを知

り、食文化の歴

史や変化につい

て考える。 

 

活動 

Part1 ２ どんなときに何を

するかを伝え合う

ために、普段して

いることや好きな

食べ物などについ

て伝え合うことが

できる。 

・when の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分の職

の好みについ

て話す。 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知接続詞 when、if、 

because、 that を用いた文の

理解をもとに、時や条件、理

由や考え・意見などを伝え合

う技能を身につけている。 

思 ALT の先生に町の生活を楽し

んでもらうために、ご当地グ

ルメについて、その料理の情

報やイチオシの理由について

整理し、自分の考えや意見な

どを加えて、簡単な語句や文

を用いて書いている。 

  

Part2 ２ ある条件のもとで

することを伝え合

うために、したい

・if の意味や

働き、使い方

エ   



好きな食べ物に

ついて、理由や

考えと共に紹介

することができ

る。 

と思っていること

や好きな食べ物な

どについて伝え合

うことができる。 

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、もしラー

メン店に行っ

たら何を食べ

るのか、トッ

ピングは何に

するかなどを

話しあう 

話すこと

〔やりと

り〕 

（ア） 

態 ALT の先生に町の生活を楽し

んでもらうために、ご当地グ

ルメについて、その料理の情

報やイチオシの理由について

整理し、自分の考えや意見な

どを加えて、簡単な語句や文

を用いて書こうとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト宗谷管

内のご当地グルメプレゼン大

会） 

・プリントの取り組み 

・単元テスト 

 

 

Read 

and 

Think① 

２ さまざまな料理に

ついて理解を深め

たり、知っている

ことを伝えたりす

るために、料理に

ついて書かれた文

章から事実や考

え、理由などを読

み取ったり、自分

から伝えたりする

ことができる。 

・because の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、地域ごと

のラーメンの

種類について

説明する英文

を書く。 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

 Read 

and 

Think② 

２ 料理や食文化の歴

史や変化について

理解するために、

日本や外国の料理

などについて書か

れた文章の概要を

・接続詞 that

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

  



捉えたり、自分の

考えを話したり書

いたりすることが

できる。 

え、海外から

日本に来た料

理が日本でど

のような変化

を遂げたかを

まとめ、発表

する。 

Unit 

Activity 

３ ALT の先生に町の

生活を楽しんでも

らうために、ご当

地グルメについ

て、その料理の情

報やイチオシの理

由について整理

し、自分の考えや

意見などを加え

て、簡単な語句や

文を用いて書くこ

とができる。 

 

・稚内市イチ

オシのご当地

グルメの情報

をまとめる 

・ペアでご当

地グルメを紹

介する 

・ご当地グル

メを紹介する

記事を書く 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Real Life 

English 2 

旅行先で 

□場面や相手に

応じて、てい

ねいに許可を

求めたり、依

頼したりする

 ２ 場面や相手に応じ

て、ていねいに許

可を求めたり、依

頼したりすること

ができる。 

・May I

～?/Could 

you～？の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・場面に応じ

て自分だった

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知相手にしてほしいことについ

て、ていねいに許可を求める

表現や依頼する表現を用い

て、伝えたり答えたりする技

能を身につけている。 

思旅行をより楽しむために、相

手や場面に応じて、ていねい

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 



ことができ

る。 

 

らどう言うか

考え、ペアで

話し合う 

・話した内容

を書く 

 

に許可を求めたり、依頼した

りしている。 

態旅行をより楽しむために、相

手や場面に応じて、ていねい

に許可を求めたり、依頼した

りしようとしている。 

 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

６  Unit２ 

単元テス

ト 

１       

Unit 3 

What kind of 

job are you 

interested in? 

 

題材 

自分の将来像や

夢について考え

る。 

 

 

活動  

Part1 ２ おたがいのことを

よりよく知るため

に、動作や行為に

ついて、それをす

る目的を理解した

り伝えたりするこ

とができる。 

・不定詞（副

詞的用法）の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、職場体験

を楽しくする

ために何をす

ることが必要

か考え、ペア

で伝え合う。 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知不定詞を用いた文の理解をも

とに、何かをする目的や感情

の原因、するべきことや大切

なことなどについて、たずね

たり答えたりする技能を身に

つけている。 

思将来像や夢などについての考

えを伝えるために、これから

取り組んでいきたいことなど

について、自分の考えや気持

ち、理由などを整理し、職場

体験で体験したいことやその

 B 

キャリ

ア教育 



将来像や夢など

について考え、

取り組んでいき

たいことについ

て説明すること

ができる。 

Part2 ２ おたがいの感情や

気持ちを知るため

に、うれしい・悲

しいなどの気持ち

とその原因につい

て理解したり伝え

たりすることがで

きる。 

・不定詞（原

因を表す副詞

的用法）の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、最近うれ

しかったこと

や悲しかった

りしたことを

ペアで伝え合

う。 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

理由を簡単な語句や文を用い

て書いている。 

態将来像や夢などについての考

えを伝えるために、これから

取り組んでいきたいことなど

について、自分の考えや気持

ち、理由などを整理し、職場

体験したいことやその理由を

簡単な語句や文を用いて書こ

うとしている。 

 

評価 

・レポート（職場体験の抱負） 

・プリントの取り組み 

・単元テスト 

 

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

Read 

and 

Think① 

２ 読み聞かせの際に

よりよく伝えるた

めに、文章に込め

られたメッセージ

を理解し、聞き手

のことを考えて、

そのメッセージを

伝える音読をする

ことができる。 

・不定詞（形

容詞的用法）

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、実際に幼

稚園児に伝わ

るように音読

する 

ウ 

読むこと 

（ア） 

 

 Read 

and 

Think② 

２ 自分の将来像や夢

について考えるた

めに、大切なこと

・It is …to～

の意味や働

オ 

話すこと

〔発表〕 

 



やする必要がある

ことなどについ

て、文章から理解

したり伝えたりす

ることができる。 

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、職場体験

を成功させる

のに必要なこ

とや大切なこ

とを考え、発

表する 

（ウ） 

 Unit 

Activity 

３ 将来像や夢などに

ついての考えを伝

えるために、これ

から取り組んでい

きたいことなどに

ついて、自分の考

えや気持ち、理由

などを整理し、職

場体験で体験した

いことやその理由

を簡単な語句や文

を用いて書くこと

ができる。 

・将来像や夢

を書く 

・そのために

職場体験でど

こに行って何

をしたいのか

を考える 

・職場体験で

体験したいこ

とやその理由

を書く。 

カ 

書くこと 

（エ） 

 

Real Life 

English 3 

仕事についての

インタビュー 

 

 １ インタビューを聞

き、質問の内容や

答えを聞き取るこ

とができる。 

・インタビュ

ーを聞いて、

ただしいもの

を選ぶ 

イ 

聞くこと 

（ア） 

知時や理由、考えなどを伝える

表現の意味や働きの理解をも

とに、仕事についてのインタ

ビューを聞いて、その内容を

ア 

聞くこと 

（イ） 

 



□インタビュー

を聞き、質問

の内容や答え

を聞き取るこ

とができる。 

・インタビュ

ーの続きを聞

き、   に

適切な単語を

入れる 

・自分だった

らどんな質問

をしたいか考

え、書く。 

捉える技能を身につけてい

る。 

思相手のことをよりよく知るた

めに、仕事についてのインタ

ビューを聞いて要点を捉え、

自分ならどんな質問をしたい

か考えている。 

態相手のことをよりよく知るた

めに、仕事についてのインタ

ビューを聞いて要点を捉え、

自分ならどんな質問をしたい

か考えようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 Unit3 

単元テス

ト 

１       

７ Learning 

Technology in 

English  

      

技術・家庭（技

術）  

 １ ロボットが活躍す

る社会について考

えるために、ロボ

ットの用途や長所

をまとめ、考えを

伝え合ったり書い

たりすることがで

きる。 

・身の回りの

ロボットにつ

いて考える 

・ロボットの

長所や短所に

ついてまとめ

る 

・ロボットが

活躍する社会

カ 

書くこと 

（エ） 

知ロボットが活躍する社会に関

する語彙の理解をもとに、こ

れからの社会について考えを

伝え合う技能を身につけてい

る。 

思ロボットが活躍する社会につ

いて考えるために、ロボット

の用途や長所をまとめ、考え

  



についていい

点と悪い点を

踏まえて自分

の意見を書く 

を伝え合ったり書いたりして

いる。 

態ロボットが活躍する社会につ

いて考えるために、ロボット

の用途や長所をまとめ、考え

を伝え合ったり書いたりしよ

うとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Stage Activity 1 

My Favorite 

Japanese Food 

 

□自分のいちば

ん好きな日本

食について、

その特徴や好

きな理由を発

表することが

できる。 

 ４ 自分のことをより

よく知ってもらう

ために、いちばん

好きな日本食につ

いて、その特徴や

好きな理由を発表

することができ

る。 

・紹介する日

本食について

情報をまとめ

る 

・口コミサイ

トを見て、ど

のレストラン

に行きたいか

ペアで話し合

う 

・レシピを見

て、どんな表

現が使われて

いるかを学ぶ 

・一番好きな

日本食とその

理由や特徴、

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

知 Unit 3 までの学習事項を用い

て、いちばん好きな日本食に

ついてその特徴や好きな理由

を整理し、メモにまとめて話

す技能を身につけている。 

思自分のことをよりよく知って

もらうために、いちばん好き

な日本食について、その特徴

や好きな理由を整理し、聞き

手の立場に立って話してい

る。 

態自分のことをよりよく知って

もらうために、いちばん好き

な日本食について、その特徴

や好きな理由を整理し、聞き

手の立場に立って話そうとし

ている。 

  



作り方などを

まとめ、発表

する 

 

評価 

・パフォーマンステスト（日本

食紹介） 

・活動の様子 

・プリントの取り組み 

Let’s Read 1 

History of 

Clocks 

 

□説明文を読

み、時計につ

いての歴史を

読み取った

り、説明した

りすることが

できる。 

 ５ 説明文を読み、時

計についての歴史

を読み取ったり、

説明したりするこ

とができる。 

・時間の経過

を表す語句の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、時計につ

いての歴史を

要約し、説明

する 

ウ 

読むこと 

（エ） 

知時間の経過を表す語句の意味

や働きの理解をもとに、時計

がどのような歴史をたどって

発展してきたかを読み取る技

能を身につけている。 

思文章の大まかな流れを時間軸

に沿ってまとめるために、時

計が発展してきた歴史につい

て書かれた文章の概要を捉え

ている。 

態文章の大まかな流れを時間軸

に沿ってまとめるために、時

計が発展してきた歴史につい

て書かれた文章の概要を捉え

ようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

８ 第 2 回 

学力テスト 

 １       



９ Unit 4 

What is 

important in a 

homestay? 

 

題材 

日米の生活習慣

や文化のちがい

を知り、ともに

暮らすヒントを

考える。 

 

活動  

海外との生活習

慣や文化のちが

いを知り、取る

べき行動につい

ての考えを伝え

ることができ

る。 

Part1 ２ 海外でのホームス

テイをよりよいも

のにするために、

ホームステイで起

こる問題について

書かれた文章の概

要を捉えたり、ア

ドバイスを書いた

りすることができ

る。 

・have to / 

don’t have 

to の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、ホームス

テイをする際

のアドバイス

を考え、書

く。 

カ 

書くこと 

（エ） 

知 have to や助動詞 must、動名

詞の理解をもとに、しなけれ

ばならないことや決まりご

と、楽しんでいることなどに

ついて話す技能を身につけて

いる。 

思海外からの生徒に日本でのホ

ームステイを楽しんでもらう

ために、日本の生活習慣やマ

ナーとホームステイ先で取る

べき行動について、事実や自

分の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて

話している。 

態海外からの生徒に日本でのホ

ームステイを楽しんでもらう

ために、日本の生活習慣やマ

ナーとホームステイ先で取る

べき行動について、事実や自

分の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて

話そうとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（日本

の習慣や文化についてお悩みア

ドバイス） 

・プリントの取り組み 

  

Part2 ２ 海外でのホームス

テイをするため

に、しなければな

らないことやして

はいけないことに

ついて理解したり

伝えたりすること

ができる。 

・must の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分の学

校で決まって

いるルールを

話す 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

  

Read 

and 

Think① 

２ 海外でのホームス

テイをよりよいも

のにするために、

ホームステイで起

こる問題について

書かれた文章の概

・動名詞（目

的語）の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

カ 

書くこと 

（エ） 

  



要を捉えたり、ア

ドバイスを書いた

りすることができ

る。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、ホームス

テイで起こる

問題について

自分なりのア

ドバイスを書

く 

・単元テスト 

 

Read 

and 

Think② 

２ 日本と海外の生活

習慣や文化のちが

いを知り、ともに

暮らすヒントを考

えるために、事実

や書き手の気持ち

を整理して体験談

の概要を捉えた

り、自分の考えを

伝えたりすること

ができる。 

・動名詞（主

語）の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分がホ

ームステイを

する際にどの

ようなことが

大切か考え、

ペアで話す。 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  

 Unit 

Activity 

３ 海外からの生徒に

日本でのホームス

テイを楽しんでも

らうために、日本

の生活習慣やマナ

ーとホームステイ

先で取るべき行動

・ホームステ

イをする生徒

の情報を確認

する 

・生徒のこと

を考えて日本

でホームステ

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

エ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

 



について、事実や

自分の考え、気持

ちなどを整理し、

簡単な語句や文を

用いて話すことが

できる。 

イをする際の

アドバイスを

ペアで話し合

う 

・考えたアド

バイスを発表

する。 

１０ Real Life 

English 4 

ホームステイの

お礼状 

 

□お世話になっ

た人に、手紙

で感謝の気持

ちを伝えるこ

とができる。 

 ２ お世話になった人

に、手紙で感謝の

気持ちを伝えるこ

とができる。 

・look 

forward to の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・手紙の書き

方について学

ぶ 

・ジュンにな

ったつもり

で、ホームス

テイ先にお礼

の手紙を書

く。 

カ 

書くこと 

（イ） 

知手紙を書くときの基本的な構

成と表現を用いて、お世話に

なったことなどについて、感

謝の気持ちを伝える手紙を書

く技能を身につけている。 

思ホームステイなどでお世話に

なった人に感謝の気持ちを伝

えるために、思い出や気持ち

などを整理し、お礼の手紙を

書いている。 

態ホームステイなどでお世話に

なった人に感謝の気持ちを伝

えるために、思い出や気持ち

などを整理し、お礼の手紙を

書こうとしている。 

 

評価 

・手紙（gmail でのお礼状） 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

 Unit4 １       



単元テス

ト 

Unit 5 

What design is 

good for 

everyone? 

 

題材 

だれもが使いや

すいものや、暮

らしやすい社会

について考え

る。 

 

活動 

だれもが暮らし

やすい社会につ

いて考え、その

方法などについ

て伝えることが

できる。 

 

Part1 ２ どのようにしたら

よいかを知ったり

説明したりするた

めに、使い方や方

法について、情報

を捉えたり伝え合

ったりすることが

できる。 

・疑問詞+to+

動詞の原形の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分が見

たり使ったこ

とがあるユニ

バーサルデザ

インを取り入

れたものにつ

いて話し合う 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知〈疑問詞＋to〉を用いた文や

〈主語＋be 動詞＋形容詞＋

that〉の文の理解をもとに、

どのようにしたらよいかや、

確信やうれしいことなどにつ

いて話す技能を身につけてい

る。 

思だれもが暮らしやすい社会に

ついて考え、その方法などに

ついて伝えるために、取り入

れたいユニバーサルデザイン

について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて伝え合

ったり、たずねたり答えたり

している。 

態だれもが暮らしやすい社会に

ついて考え、その方法などに

ついて伝えるために、取り入

れたいユニバーサルデザイン

について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて伝え合

ったり、たずねたり答えたり

しようとしている。 

 

  

Part2 ２ どのようにしたら

よいかを相手に説

明するために、使

い方や方法につい

て、情報を捉えた

り伝え合ったりす

ることができる。 

・show 人 疑

問詞+to の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、前時で話

したユニバー

サルデザイン

が取り入れら

れているもの

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  



の工夫されて

いる点を本文

を参考にしな

がら話し合う 

評価 

・ユニバーサルデザイン商品紹

介プレゼン（学校に取り入れた

いユニバーサルデザインについ

て） 

・プリントの取り組み 

・単元テスト 

 

Read 

and 

Think① 

２ だれもが暮らしや

すい社会について

考えるために、ユ

ニバーサルデザイ

ンの意義について

書かれた文章の要

点を読み取った

り、自分の確信や

喜びの気持ちなど

を伝えたりするこ

とができる。 

・be 動詞＋形

容詞＋that の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、前時で話

したユニバー

サルデザイン

を取り入れた

ものはどんな

場合やどんな

人に役立つか

ペアで話し合

う 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  

Read 

and 

Think② 

２ だれもが暮らしや

すい社会について

考えるために、ユ

ニバーサルデザイ

ンを生み出した人

物の功績について

書かれた文章の概

本文を読んで

概要を捉え、

なぜユニバー

サルデザイン

が大切なのか

自分の考えを

書く 

ウ 

読むこと 

（エ） 

  



要を捉えることが

できる。 

Unit 

Activity 

２ だれもが暮らしや

すい社会について

考え、その方法な

どについて伝える

ために、取り入れ

たいユニバーサル

デザインについ

て、事実や自分の

考え、気持ちなど

を整理し、簡単な

語句や文を用いて

伝え合ったり、た

ずねたり答えたり

することができ

る。 

・自分の学校

に取り入れた

いユニバーサ

ルデザインを

選んで理由や

特徴をまとめ

る 

・ユニバーサ

ルデザインを

取り入れた学

校について自

分の意見を伝

え合う 

・伝え合った

ことを書いて

まとめる 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  

Real Life 

English 5 

アナウンス・案

内 

 

□展示・販売会

で流れるアナ

ウンスやスタ

ッフの案内を

聞き、イベン

 １ 展示・販売会で流

れるアナウンスや

スタッフの案内を

聞き、イベントな

どの情報を聞き取

ることができる。 

・アナウンス

を聞いて正し

いものを選ぶ 

・話を聞い

て、適切なも

のを選ぶ 

・アナウンス

や話を聞いて

どのイベント

に行きたいか

イ 

聞くこと 

（イ） 

知イベントの情報などを伝える

表現の意味や働きの理解をも

とに、アナウンスやスタッフ

の案内の内容を聞き取る技能

を身につけている。 

思行きたいイベントとその理由

を考えられるように、イベン

ト情報についてのアナウンス

やスタッフの案内を聞いて、

  



トなどの情報

を聞き取るこ

とができる。 

考え、理由と

ともに伝え合

う 

必要な情報を聞き取ってい

る。 

態行きたいイベントとその理由

を考えられるように、イベン

ト情報についてのアナウンス

やスタッフの案内を聞いて、

必要な情報を聞き取ろうとし

ている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 Unit5 

単元テス

ト 

１       

CRT  １       

英検 IBA  １       

１１ Learning Social 

Studies in 

English 

 １ 持続可能な社会に

ついて考えるため

に、SDGs の目標

について理解し、

取り組んでいきた

いことを考えるこ

とができる。 

・SDGs につ

いて知ってい

ることを話す 

・SDGs の目

標について、

内容を確認す

る 

・SDGｓの目

標に関して、

自分が取り組

んでいきたい

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知 SDGs に関する語彙の理解を

もとに、SDGs の目標について

読み取る技能を身につけてい

る。 

思持続可能な社会について考え

るために、SDGs の目標につい

て理解し、取り組んでいきた

いことを整理して話してい

る。 

態持続可能な社会について考え

るために、SDGs の目標につい

  



ことを考え、

発表する 

て理解し、取り組んでいきた

いことを整理して話そうとし

ている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 

第 3 回 

学力テスト 

 １       

Unit 6 

How can we 

make a good 

presentation? 

 

題材 

身近なトピック

を通して、調査

や発表の効果的

な方法について

考える。 

 

活動 

身近なトピック

について調査を

行い、データを

比べて発表する

ことができる。 

Part1 

Part2 

４ 身近なものをより

よく知るために、

複数のものを比べ

た結果から事実を

理解したり伝えた

りすることができ

る。 

・比較級 er/ 

more～の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・最上級 est 

/most～の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分のト

ピックを決

め、調査のた

めのアンケー

ト内容を考え

る  

ウ 

読むこと 

（ウ） 

知比較表現を用いた文の理解を

もとに、複数のものを比べて

伝え合ったりたずねたり答え

たりする技能を身につけてい

る。 

思聞き手にとってわかりやすい

発表をするために、身近なト

ピックについての調査結果の

データを、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて話して

いる。 

態聞き手にとってわかりやすい

発表をするために、身近なト

ピックについての調査結果の

データを、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

  



Read 

and 

Think① 

３ 調査の結果につい

て理解したり伝え

合ったりするため

に、複数のものを

比べた文章の概要

を捉えたり、調査

の結果について感

想を述べたりする

ことができる。 

・better/ 

best の意味や

働き、使い方

について学ぶ 

・本文を読ん

で概要を捉

え、結果につ

いてわかった

ことや感想を

ペアで話し合

う 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

単な語句や文を用いて話そう

としている。 

 

評価 

・アンケート調査プレゼン 

・プリントの取り組み 

・単元テスト 

 

  

Read 

and 

Think② 

２ 調査や発表の効果

的な方法について

考えるために、発

表の内容について

評価する文章の概

要を捉えたり、ア

ドバイスをしたり

することができ

る。 

・as 原級 as

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、発表に関

してのアドバ

イスを書く 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Unit 

Activity 

４ 聞き手にとってわ

かりやすい発表を

するために、身近

なトピックについ

ての調査結果のデ

ータを、事実や自

分の考え、気持ち

などを整理し、簡

・トピックを

決めてクラス

メイトにイン

タビューをす

る 

・インタビュ

ーの結果をま

とめる 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

  



単な語句や文を用

いて話すことがで

きる。 

・まとめた内

容を発表する 

Real Life 

English 6 

電車の乗りかえ 

 

□状況や相手の

要望に応じ

て、乗り物で

の行き方を伝

えることがで

きる。 

 ２ 状況や相手の要望

に応じて、乗り物

での行き方を伝え

ることができる。 

・Could you 

please tell me  

how to get to

～？―Take～

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・教科書の路

線図を参考に

して、別の生

き方を案内す

る対話をする 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知乗り物での行き方や乗りかえ

方法を伝える表現の理解をも

とに、乗り物での行き方を伝

える技能を身につけている。 

思相手が目的地に到着できるよ

うに、状況や相手の要望に応

じて、乗り物での行き方を伝

えている。 

態相手が目的地に到着できるよ

うに、状況や相手の要望に応

じて、乗り物での行き方を伝

えようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 

 

  

 Unit6 

単元テス

ト 

１       

１２ Stage Activity 2 

My School and 

School Life 

 

 ４ 自分の学校につい

てよりよく知って

もらうために、自

分の学校や学校生

・ビデオレタ

ーを見て、相

手が知りたい

カ 

書くこと 

（ウ） 

知 Unit 6 までの学習事項を用い

て、自分の学校や学校生活に

ついて話す技能を身につけて

いる。 

  



□自分の学校や

学校生活につ

いて、具体例

をまじえなが

ら説明するこ

とができる。 

活について、具体

例をまじえながら

説明することがで

きる。 

 

情報を確認す

る 

・学校や学校

生活について

の情報をまと

める 

・学校や学校

生活について

説明する文章

を書く 

・学校紹介を

読み、感想を

クラスメイト

と伝え合う 

 

思自分の学校についてよりよく

知ってもらうために、自分の

学校や学校生活について情報

を整理し、具体例をまじえな

がら説明している。 

態自分の学校についてよりよく

知ってもらうために、自分の

学校や学校生活について情報

を整理し、具体例をまじえな

がら説明しようとしている。 

 

評価 

・ビデオ作成（自分の学校生活

について） 

・プリントの取り組み 

 Let’s Read 2 

A Glass of Milk 

 

□物語を読み、

場面や登場人

物の心情の変

化を読み取っ

たり、気持ち

をこめて音読

したりするこ

とができる。 

 ４ 

 

 

 

物語を読み、場面

や登場人物の心情

の変化を読み取っ

たり、気持ちをこ

めて音読したりす

ることができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、心情の変

化を表す単語

に注意しなが

ら登場人物の

気持ちを読み

取る 

ウ 

読むこと 

（ア） 

知場面や登場人物の心情を表す

表現の理解をもとに、物語の

流れに沿って登場人物の気持

ちを読み取る技能を身につけ

ている。 

思気持ちをこめて音読したり英

語劇を上演したりできるよう

に、物語の場面や登場人物の

心情の変化を読み取ってい

る。 

態気持ちをこめて音読したり英

語劇を上演したりできるよう

に、物語の場面や登場人物の

  



心情の変化を読み取ろうとし

ている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（音

読） 

・プリントの取り組み 

１ Unit 7 

What are World 

Heritage sites 

and their 

problems? 

 

題材 

世界遺産の特徴

や抱える問題に

ついて知り、私

たちが取るべき

行動について考

える。 

活動 

世界遺産につい

て知り、その特

徴や価値を説明

することができ

る。 

Part1 ２ 世界遺産などにつ

いて理解したり伝

えたりするため

に、事実などを整

理し、紹介された

文章の概要を捉え

たり、事実を説明

したりすることが

できる。 

・受け身の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、紹介する

世界遺産がど

の種類なのか

本文を参考に

してペアに伝

える 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知受け身の文の理解をもとに、

世界遺産などについて事実を

伝え合ったりたずねたり答え

たりする技能を身につけてい

る。 

思日本の世界遺産の特徴を海外

の人に紹介するために、選ん

だ世界遺産の特徴やそこで楽

しめることについて、事実や

自分の考え、気持ちなどを整

理し、簡単な語句や文を用い

て書いている。 

態日本の世界遺産の特徴を海外

の人に紹介するために、選ん

だ世界遺産の特徴やそこで楽

しめることについて、事実や

自分の考え、気持ちなどを整

理し、簡単な語句や文を用い

て書こうとしている 

 

評価 

  

Part2 ２ 世界遺産などにつ

いて理解したり伝

えたりするため

に、事実などを整

理し、対話の概要

を捉えたり、相手

に質問したり答え

たりすることがで

きる。 

・受け身の疑

問文の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、「自然」

「文化」「複

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

  



合」でどんな

世界遺産があ

るかペアで伝

え合う 

・世界遺産紹介（レポート or プ

レゼン） 

・プリントの取り組み 

・単元テスト 

 Read 

and 

Think① 

２ 世界遺産などにつ

いて理解したり伝

えたりするため

に、事実や行為者

などを整理し、紹

介された文章の概

要を捉えたり、世

界遺産などについ

て説明したりする

ことができる。 

・受け身 + by

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・ 本文を読ん

で概要を捉

え、紹介する

世界遺産が誰

に作られたか

など、情報を

加えて紹介す

る 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

  

Read 

and 

Think② 

２ 世界遺産の現状に

ついて知りこれか

らのことについて

考えるために、世

界遺産が抱える問

題について書かれ

た文章の概要を捉

えたり、説明した

りすることができ

る。 

・助動詞つき

の受け身の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、紹介する

世界遺産の現

状や課題を本

文を参考にペ

アに発表する 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

  



Unit 

Activity 

３ 日本の世界遺産の

特徴を海外の人に

紹介するために、

選んだ世界遺産の

特徴やそこで楽し

めることについ

て、事実や自分の

考え、気持ちなど

を整理し、簡単な

語句や文を用いて

書くことができ

る。 

・Unit7 を通

して考えた世

界遺産の内容

について振り

返る 

・世界遺産を

紹介する原稿

を書く 

・原稿を発表

し、アドバイ

スを元に内容

を改善する 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Real Life 

English 7 

買い物 

 

□自分の好みや

要望を伝えな

がら買い物を

することがで

きる。 

 ２ 自分の好みや要望

を伝えながら買い

物をすることがで

きる。 

・自分が買い

たい商品と、

サイズ、色、

予算を表から

選ぶ 

・やり取りの

例を見て、ペ

アで自分の買

いたいものに

ついて伝える 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知好みや要望を伝える表現を用

いて、買い物のやり取りをす

る技能を身につけている。 

思買い物でほしいものを探すこ

とができるように、自分の好

みや要望を伝えている。 

態買い物でほしいものを探すこ

とができるように、自分の好

みや要望を伝えようとしてい

る。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

 

 Unit7 １       



単元テス

ト 

２ Stage Activity 3 

Let’s Have a 

Discussion 

 

□自分の立場を

明確にして、

意見を述べる

ことができ

る。 

 ５ 自分たちの町の将

来について考える

ために、自分の立

場を明確にして、

意見を述べること

ができる。 

・ビデオレタ

ーを見て、相

手が知りたい

情報を確認す

る 

・世界遺産登

録についての

意見文を読む 

・議論に使う

表現について

学ぶ 

・自分の立場

を明確にして

議論をする 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

知 Unit 7 までの学習事項を用い

て、自分の立場を明確にし

て、意見を述べる技能を身に

つけている。 

思自分たちの町の将来について

考えるために、情報を整理

し、自分の立場を明確にし

て、意見を述べ合っている。 

態自分たちの町の将来について

考えるために、情報を整理

し、自分の立場を明確にし

て、意見を述べ合おうとして

いる。 

 

評価 

・意見文作成 

・活動の様子 

  

第 4 回 

学力テスト 

 ２       

３ Let’s Read 3 

Pictures and 

Our Beautiful 

Planet 

□人物の伝記を

読んで、時系列

を整理しながら

 ５ 人物の伝記を読ん

で、時系列を整理

しながら内容を理

解することができ

る。 

・時系列を表

す単語を意識

しながら内容

を理解する 

・環境問題を

解決するため

に何をしたい

ウ 

読むこと 

（エ） 

知時系列を表す文章構成や語句

の理解をもとに、ある人物の

生涯について書かれた文章の

内容を読み取る技能を身につ

けている。 

思文章の大きな流れを時系列に

沿ってまとめたり、そこから

  



内容を理解する

ことができる。 

のかペアで話

し合う 

わかる環境問題について考え

を伝え合ったりするために、

ある人物の生涯について書か

れた文章の概要を捉えてい

る。 

態文章の大きな流れを時系列に

沿ってまとめたり、そこから

わかる環境問題について考え

を伝え合ったりするために、

ある人物の生涯について書か

れた文章の概要を捉えようと

している。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 

合計 1３４時間総時数 （うち聞くこと・読むこと・話すこと【発表・やり取り】・書くことをバランス良く行う。その他６時間は復習や予備として活用し

ます） 

各単元の最後に「単元テスト」を１時間設ける。 

各３回の学力テストの時間を設ける。 

 

 



令和８年度 ３学年 外国語科 年間指導計画 

 

外国語科の目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞くこと・読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な

情報や考え等を理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次の通り育成する。 

（１）外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、これらの知識を聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコ

ミュニケーションにおいて活用できる技能を身につけるようにする。 

（２）コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題について外国語で簡単な情報や考えなど理解したり、これらを活用して表

現したり、伝え合ったりすることができる力を養う。 

（３）外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションをは

かろうとする態度を養う。 

  

５つの領域別の目標 

聞くこと 

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることができるようにする。 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることができるようにする。 

ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉えることができるようにする。 

 

読むこと 

ア 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれたものから必要な情報を読み取ることができるようにする。 

イ 日常的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の概要を捉えることができるようにする。 

ウ 社会的な話題について，簡単な語句や文で書かれた短い文章の要点を捉えることができるようにする。 

 

話すこと〔やり取り〕 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて伝えたり，相手からの質問に答えたりすることができるよ

うにする。 



ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて述べ合うことができ

るようにする。 

 

話すこと〔発表〕 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて即興で話すことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて話すことができるよ

うにする。 

 

書くこと 

ア 関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて正確に書くことができるようにする。 

イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いてまとまりのある文章を書くことができるようにする。 

ウ 社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡単な語句や文を用いて書くことができるよ

うにする。 

 

指導 

時期 

単元名 教材名 配当 

時数 

教材目標 学習活動 学習指導

要領との

対応 

評価基準 小学校と

の関連 

重点 

４ 授業開き  １       

第１回 

学力テスト 

 １       

Unit 0 

Discover a New 

Side of 

Classmates 

 ２ クラスメイトの新

しい一面を知るた

めに、最近夢中に

なっていることや

よくすること、そ

の理由などについ

・本文を読ん

で概要を捉

え、最近夢中

になっている

ことや良くす

ることについ

てクラスメイ

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知現在形や過去形、because な

どを用いた文の理解をもと

に、最近夢中になっているこ

とやよくすること、その理由

などについて伝え合う技能を

身につけている。 

ウ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

 



て伝え合うことが

できる。 

トとたずね合

う 

思クラスメイトの新しい一面を

知るために、最近夢中になっ

ていることやよくすること、

その理由などについて、事実

や自分の考え、気持ちなどを

整理し、簡単な語句や文を用

いて伝え合ったり、たずねた

り答えたりしている。 

態クラスメイトの新しい一面を

知るために、最近夢中になっ

ていることやよくすること、

その理由などについて、事実

や自分の考え、気持ちなどを

整理し、簡単な語句や文を用

いて伝え合ったり、たずねた

り答えたりしようとしてい

る。 

 

評価 

・活動の様子 

Unit 1 

What is special 

about Japanese 

pop culture? 

 

題材  

日本のポップカ

ルチャーについ

Part1 ２ 自分のことを知っ

てもらったりだれ

かのことを知るた

めに、これまでの

経験について理解

したり伝えたりす

ることができる。 

・現在完了

（経験）の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、インタビ

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知現在完了形（経験用法）を用

いた文、SVOC（C＝形容

詞）、SVOO（that 節）の文の

理解をもとに、経験や人の気

持ちや状態の変化、人やもの

が私たちに伝えることについ

て伝え合う技能を身につけて

いる。 

  



ての理解を深

め、日本文化が

持つ魅力につい

て考える。 

活動  

日本のポップカ

ルチャーの魅力

について、経験

や感想と共に伝

えることができ

る。 

ューに回答し

てくれた外国

人に対して感

想や考えを話

す 

思海外の人に日本に興味を持っ

てもらうために、日本のポッ

プカルチャーの魅力につい

て、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いて話している。 

態海外の人に日本に興味を持っ

てもらうために、日本のポッ

プカルチャーの魅力につい

て、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いて話そうとしてい

る。 

 

評価 

・ポップカルチャー紹介（ポス

ター作成） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Part2 ２ おたがいのことを

よりよく知るため

に、これまでの経

験についてたずね

たり、相手からの

質問に答えたりす

ることができる。 

・現在完了

（経験）の疑

問文の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、日本の文

化に関するも

ので経験した

ことがあるか

たずねる 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

  

Read 

and 

Think

① 

２ 日本のアニメが世

界で愛されている

理由を知るため

に、アニメの魅力

について書かれた

文章の概要を捉え

ることができる。 

・make + 名

詞 + 形容詞の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、日本文化

が外国人に人

気な理由を考

ウ 

読むこと 

（エ） 

  



えペアで交流

する 

Read 

and 

Think② 

２ 日本のポップカル

チャーについて理

解を深めるため

に、アニメとマン

ガなどの日本の伝

統文化との関係に

ついて書かれた文

章の概要や要点を

捉えることができ

る。 

・SVOO (that

節)の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、日本の伝

統文化が使わ

れているほか

の例を調べ、

どのような関

係があるか発

表する。 

ウ 

読むこと 

（エ） 

  

Unit 

Activity 

３ 海外の人に日本に

興味を持ってもら

うために、日本の

ポップカルチャー

の魅力について、

事実や自分の考

え、気持ちなどを

整理して話すこと

ができる。 

・伝統を取り

入れたポップ

カルチャーを

1 つ選び、情

報をまとめる 

・魅力を伝え

る原稿を書く 

・発表する 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

  

５ Real Life 

English 1 

ディスカッショ

ン 

 １ ディスカッション

を聞き、自分の意

見をまとめるため

に必要な情報を理

・登場人物た

ちの意見を聞

いて、それぞ

れが行きたい

イ 

聞くこと 

（エ） 

知話の流れを示す語句の意味や

働きの理解をもとに、ディス

カッションを聞いて内容を聞

  



□ディスカッシ

ョンを聞き、自

分の意見をまと

めるために必要

な情報を理解す

ることができ

る。 

解することができ

る。 

場所や理由を

聞き取る 

・誰の案がい

いか理由とと

もに自分の意

見を話す 

き取る技能を身につけてい

る。 

思自分の意見をまとめて述べる

のに必要な情報を理解するた

めに、修学旅行の班行動で行

きたい場所についてのディス

カッションを聞いて、要点を

捉えている。 

態自分の意見をまとめて述べる

のに必要な情報を理解するた

めに、修学旅行の班行動で行

きたい場所についてのディス

カッションを聞いて、要点を

捉えようとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 Unit1 

単元テス

ト 

１       

Learning 

Japanese in 

English 

 １ 世界に広がる日本

語と日本文化につ

いて理解するため

に、英語俳句につ

いて理解したり英

語俳句を詠んだり

・日本語のま

ま英語でも使

われている単

語を調べる 

・英語俳句書

き方を学ぶ 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

知英語俳句の書き方の理解をも

とに、英語俳句を詠む技能を

身につけている。 

思世界に広がる日本語と日本文

化について理解するために、

英語俳句の書き方を理解した

  



することができ

る。 

・英語の俳句

を作り、発表

し合う 

り英語俳句を詠んだりしてい

る。 

態世界に広がる日本語と日本文

化について理解するために、

英語俳句の書き方を理解した

り英語俳句を詠んだりしよう

としている。 

 

評価 

・英語俳句作成 

・説明文作成 

・活動の様子 

Unit 2 

How do you 

choose your 

clothes? 

 

題材  

エシカルファッ

ションの取り組

みを通して、人

や環境にやさし

い社会の実現に

ついて考える。 

 

活動  

人や環境にやさ

しいファッショ

Part1 ２ おたがいの状況を

知るために、宿題

などをすでに終え

ているかどうかに

ついて、即興で伝

え合うことができ

る。 

・現在完了

（完了）の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、ファッシ

ョンと聞いて

思い浮かべる

ものについて

話す 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知現在完了形（完了・継続用

法）、現在完了進行形を用いた

文の理解をもとに、今の状況

や続いている状態や動作につ

いての情報をたずね合う技能

を身につけている。 

思エシカルな商品の特徴や長所

を伝えるために、エシカルな

商品を PR するためのポスター

を、事実や自分の考え、気持

ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いて書いている。 

態エシカルな商品の特徴や長所

を伝えるために、エシカルな

商品を PR するためのポスター

を、事実や自分の考え、気持

  

Part2 ２ おたがいのことを

よりよく知るため

に、ある場所に住

んでいる期間など

現在完了（継

続）の意味や

働き、使い方

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

  



ンの取り組みに

ついて説明する

ことができる。 

について相手にた

ずねたり、相手か

らの質問に答えた

りすることができ

る。 

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、身につけ

ているものの

素材やどこで

作られている

かについてペ

アで話し合う 

（ア） ちなどを整理し、簡単な語句

や文を用いて書こうとしてい

る。 

 

評価 

・ポスター作成（エシカルファ

ッション PR） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Read 

and 

Think① 

２ 環境にやさしい取

り組みについて理

解を深めるため

に、エシカルファ

ッションについて

書かれた文章の概

要や要点を捉える

ことができる。 

・現在完了進

行形の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・エシカルフ

ァッションが

どのようなも

のか自分の言

葉で書く 

ウ 

読むこと 

（エ） 

  

Read 

and 

Think② 

２ 環境にやさしい行

動ができるように

なるために、エシ

カルファッション

の取り組みについ

て書かれた文章の

要点を捉えること

ができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、エシカル

な取り組みに

対して自分の

意見を話す 

ウ 

読むこと 

（エ） 

  



Unit 

Activity 

２ エシカルな商品の

特徴や長所を伝え

るために、エシカ

ルな商品を PR する

ためのポスター

を、事実や自分の

考え、気持ちなど

を整理して書くこ

とができる。 

・ポスターの

内容を確認す

る 

・エシカルな

商品を 1 つ選

び、それにつ

いて伝えるポ

スターを書く 

・ポスターを

読み合い、意

見交流をして

内容を改善す

る 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Real Life 

English 2 

講演 

 

□社会的な話題

に関する講演

を聞き、話し

手の伝えたい

内容を理解す

ることができ

る。 

 １ 社会的な話題に関

する講演を聞き、

話し手の伝えたい

内容を理解するこ

とができる。 

・講演の内容

を聞いて、合

うものを選ぶ 

・もう一度講

演を聴き、話

し手が一番伝

えたいことを

書く 

イ 

聞くこと 

（エ） 

知講演を聞くときのポイントの

理解をもとに、話し手の伝え

たい内容を聞き取る技能を身

につけている。 

思話し手の伝えたい内容を理解

してまとめることができるよ

うに、社会的な話題について

の講演を聞いて要点を捉えて

いる。 

態話し手の伝えたい内容を理解

してまとめることができるよ

うに、社会的な話題について

の講演を聞いて要点を捉えよ

うとしている。 

 

  



評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 Unit2 

単元テス

ト 

１       

６ Unit 3 

How can we 

save animals? 

 

題材  

絶滅のおそれの

ある動物につい

て知り、自分た

ちにできること

を考える。 

 

活動 

絶滅のおそれの

ある動物につい

て知り、大切な

ことや取るべき

行動について伝

えることができ

る。 

Part1 ２ 私たちにとって大

切なことを考える

ために、絶滅のお

それのある動物に

ついて書かれた文

章の概要を捉えた

り、自分の考えを

伝え合ったりする

ことができる。 

 

・It is… for 

人 to～の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分が知

っている絶滅

の恐れがある

動物につい

て、その原因

も含めてペア

に発表する 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

知〈It is ... （for＋（人など））

＋to〉の文、〈want＋（人な

ど）＋to〉や〈let [help]＋

（人など）＋動詞の原形〉を

用いた文の理解をもとに、人

にとって大切だと思うこと

や、人にしてほしいことなど

について伝え合う技能を身に

つけている。 

思多くの人に絶滅のおそれのあ

る動物の現状を知ってもらう

ために、減少の主な原因やそ

の動物を守るために必要だと

思うことについて、事実や自

分の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて

記事を書いている。 

態多くの人に絶滅のおそれのあ

る動物の現状を知ってもらう

ために、減少の主な原因やそ

の動物を守るために必要だと

思うことについて、事実や自

  

Part2 ２ だれもにしてほし

いことを伝えるた

めに、絶滅のおそ

れのある動物など

について書かれた

文章を理解した

り、伝え合ったり

・want 人 to 

動詞の原形の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、絶滅の恐

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

  



することができ

る。 

れがある動物

を救うために

人々にしてほ

しいことを考

え、ペアで話

し合う 

分の考え、気持ちなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて

記事を書こうとしている。 

 

評価 

・記事作成（絶滅動物の現状を

伝える） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Read 

and 

Think① 

２ 環境にやさしい取

り組みについて理

解を深めるため

に、エシカルファ

ッションについて

書かれた文章の概

要や要点を捉える

ことができる。 

・let 人 動詞

の原形の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、絶滅の恐

れがある動物

を助けるため

に自分がどん

なことができ

るか考え、書

く。 

ウ 

読むこと 

（エ） 

 

  

Read 

and 

Think② 

２ 環境にやさしい行

動ができるように

なるために、エシ

カルファッション

の取り組みについ

て書かれた文章の

要点を捉えること

ができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、絶滅の恐

れがある動物

を守るために

大切だと思う

ことについて

書く。 

ウ 

読むこと 

（エ） 

  



Unit 

Activity 

３ 多くの人に絶滅の

おそれのある動物

の現状を知っても

らうために、減少

の主な原因やその

動物を守るために

必要だと思うこと

について、事実や

自分の考え、気持

ちなどを整理して

記事を書くことが

できる。 

・現状を伝え

る動物の情報

を整理する 

・絶滅の恐れ

がある動物の

現状を伝える

記事を書く 

・記事を読み

合い動物を守

るために必要

なことや自分

にできること

について話し

合う 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Real Life 

English 3 

グラフや表の活

用 

 

□資料から読み

取った情報に

ついて、事実

と意見をわけ

て書くことが

できる。 

 １ 資料から読み取っ

た情報について、

事実と意見をわけ

て書くことができ

る。 

・レポートの

内容や構成を

確認する 

・事実と意見

を表す表現を

確認する 

・教科書のっ

ている例を参

考にして、感

想や意見をレ

ポートにまと

める 

カ 

書くこと 

（エ） 

評価 

・意見文作成 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

 Unit３ １       



単元テス

ト 

７ Learning 

Science in 

English              

 １ 生態系に起こって

いる問題を知るた

めに、日本に住む

シカの数について

書かれた文章の概

要を読み取った

り、食物連鎖につ

いて説明したりし

て、自分の考えを

述べることができ

る。 

・本文を読ん

で、生態系に

怒っている問

題の概要を捉

える 

・食物連鎖に

関する表を埋

め、「食べる」

「食べられ

る」の関係を

説明する 

・生態系に怒

っている問題

に対する自分

の意見を発表

する。 

ウ 

読むこと 

（エ） 

知生態系や食物連鎖に関する語

句の理解をもとに、生態系に

起こっている問題について自

分の考えを述べる技能を身に

つけている。 

思生態系に起こっている問題を

知るために、日本に住むシカ

の数について書かれた文章の

概要を読み取ったり、食物連

鎖について説明したりして、

自分の考えを述べている。 

態生態系に起こっている問題を

知るために、日本に住むシカ

の数について書かれた文章の

概要を読み取ったり、食物連

鎖について説明したりして、

自分の考えを述べようとして

いる。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 

  

Stage Activity 1 

Discover Japan 

 

 ４ 海外の人に日本の

魅力を知ってもら

うために、日本や

・ビデオレタ

ーを見て、相

手が知りたい

カ 

書くこと 

（エ） 

知 Unit 3 までの学習事項を用い

て、日本や郷土の文化などに

ついて、詳しい情報を加えて

  



□日本や郷土の

文化などにつ

いて、詳しい

情報を加えて

説明すること

ができる。 

郷土の文化などに

ついて、詳しい情

報を加えて説明す

ることができる。 

情報を確認す

る 

・紹介する日

本文化の情報

をまとめる 

・情報を整理

してパンフレ

ットを作る 

・パンフレッ

トの感想を話

し合う 

説明する技能を身につけてい

る。 

思日本の魅力を知ってもらうた

めに、日本や郷土の文化など

の情報を整理して、日本文化

を紹介するパンフレットを書

いて説明したり、感想をたず

ね合ったりしている。 

態日本の魅力を知ってもらうた

めに、日本や郷土の文化など

の情報を整理して、日本文化

を紹介するパンフレットを書

いて説明したり、感想をたず

ね合ったりしようとしてい

る。 

 

評価 

・パンフレット作成（日本文化

について） 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Let’s Read 1 

A Mother’s 

Lullaby 

 

□物語を読ん

で、場面の変

化や登場人物

 ４ 物語を読んで、場

面の変化や登場人

物の心情などを理

解し、気持ちをこ

めて音読すること

ができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、登場人物

の心情の変化

を表す単語に

注意しながら

ウ 

読むこと 

（ア） 

知場面や人物の心情を表す表現

の理解をもとに、物語の流れ

に沿って場面の変化や登場人

物の心情を読み取る技能を身

につけている。 

思気持ちをこめて音読すること

ができるように、背景知識を

  



の心情などを

理解し、気持

ちをこめて音

読することが

できる。 

気持ちを込め

て音読する 

使い、物語の流れに沿った場

面の変化や登場人物の心情が

書かれた文章の概要を捉えて

いる。 

態気持ちをこめて音読すること

ができるように、背景知識を

使い、物語の流れに沿った場

面の変化や登場人物の心情が

書かれた文章の概要を捉えよ

うとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（音

読） 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

８ 第 2 回 

学力テスト 

 １       

９ Unit 4 

How can we 

help each other 

in a disaster? 

 

題材  

防災・安全への

関心を高め、地

域の一員として

Part1 ２ 防災への意識を高

めるために、外国

人市民意識調査の

結果について書か

れた文章の要点を

捉えたり伝えたり

することができ

る。 

・間接疑問文

の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・アンケート

ンお内容とそ

の結果を読

み、結果につ

いて気づいた

ことや考えた

ウ 

読むこと 

（エ） 

知間接疑問文と SVOO（what

節）の文、現在分詞・過去分

詞を用いた文の理解をもと

に、何かを知っていると伝え

たり、言葉に情報を加えたり

して、事実や気持ちを話す技

能を身につけている。 

思防災・安全への意識を高める

ために、地域の一員としての

防災への取り組みについてど

 C 防災 



防災に取り組む

意識を持つ。 

 

活動  

防災・安全への

意識を高め、地

域の一員として

取るべき行動を

考えて伝え合う

ことができる。 

ことをペアで

話し合う 

んな助け合いができるか、事

実や自分の考え、気持ちなど

を整理し、簡単な語句や文を

用いて話している。 

態防災・安全への意識を高める

ために、地域の一員としての

防災への取り組みについてど

んな助け合いができるか、事

実や自分の考え、気持ちなど

を整理し、簡単な語句や文を

用いて話そうとしている。 

 

評価 

・プレゼン（防災のための取組

発表） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Part2 2 防災への意識を高

め具体的な行動を

取るために、どの

ような備えをして

おくべきかなどに

ついて伝え合うこ

とができる。 

・SVOO

（what 節）の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、どのよう

な備えをして

おくべきか、

その理由につ

いて話し合う 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

 

Read 

and 

Think 

①② 

４ 地域が一丸となっ

て支え合い、災害

に備えることの大

切さを知るため

に、テイラーさん

とテイラー文庫に

ついて書かれた文

章の概要と要点を

捉えたり、自分の

考えや感想を書い

たりすることがで

きる。 

・現在分詞、

過去分詞の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、お互い助

け合うために

具体的にどの

ようなことが

できるか話し

合う 

ウ 

読むこと 

（エ） 

 



Unit 

Activity 

２ 防災・安全への意

識を高めるため

に、地域の一員と

しての防災への取

り組みについてど

んな助け合いがで

きるか、事実や自

分の考え、気持ち

などを整理して話

したり書いたりす

ることができる。 

・防災のため

にどのような

助け合いがで

きるか話し合

おう 

・今までの本

文の内容も参

考にして、今

できる防災の

取り組みにつ

いて発表する 

 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

 

Real Life 

English 4 

町中での手助け 

 

□相手の立場に

立って、具体

的な提案をし

ながら申し出

たり応じたり

することがで

きる。 

 ２ 相手の立場に立っ

て、具体的な提案

をしながら申し出

たり応じたりする

ことができる。 

・困っている

人を見かけた

ら自分だった

らどのように

行動するか考

える 

・やり取りの

例を音読する 

・状況を決め

て自分だった

らどのように

手助けを申し

出るかペアで

対話する 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（イ） 

知手助けを申し出る表現の理解

をもとに、困っている相手に

言葉をかけたり、具体的な提

案をしたりする技能を身につ

けている。 

思困っている相手に対して状況

に合った手助けができるよう

に、相手の立場に立った具体

的な提案を申し出たり、相手

からの質問に答えたりしてい

る。 

態困っている相手に対して状況

に合った手助けができるよう

に、相手の立場に立った具体

的な提案を申し出たり、相手

  



からの質問に答えたりしよう

としている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

 Unit4 

単元テス

ト 

１       

Learning Art in 

English 

 １ 絵が持つ力につい

て考えるために、

世界中に壁画を残

す活動についての

感想を伝え合うこ

とができる。 

・世界中に壁

画を残す活動

で書かれた壁

画を見て感想

を言い合う 

・ミヤザキさ

んの経験を読

み概要を捉え

る 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ア） 

知芸術や絵画についての語句の

理解をもとに、絵が持つ力に

ついて伝え合う技能を身につ

けている。 

思絵が持つ力について考えるた

めに、世界中に壁画を残す活

動について、情報と考えを整

理して感想を伝え合ってい

る。 

態絵が持つ力について考えるた

めに、世界中に壁画を残す活

動について、情報と考えを整

理して感想を伝え合おうとし

ている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  



１０ Unit 5 

What makes a 

good leader? 

 

題材 

ガンディーの功

績を知り、平和

や人権の大切さ

を考える。 

 

活動  

ガンディーの功

績を知り、平和

や人権の意味に

ついて考えるこ

とができる。 

Part1 ２ どのような人やも

のかを理解したり

伝えたりするため

に、言葉に情報を

加えて、人やもの

について説明した

り、伝え合ったり

することができ

る。 

・名詞を修飾

する文の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、憧れの

人、尊敬する

人について本

文を参考にし

ながら発表す

る 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ア） 

知名詞を修飾する文と、関係代

名詞 who、that [which]（主

格・目的格）を用いた文の理

解をもとに、言葉に詳しい情

報を加えて、どのような人

か、どのようなものかを話す

技能を身につけている。 

思理想のリーダーとはどのよう

な人かを伝えるために、理想

のリーダーであるための情報

について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて話して

いる。 

態理想のリーダーとはどのよう

な人かを伝えるために、理想

のリーダーであるための情報

について、事実や自分の考

え、気持ちなどを整理し、簡

単な語句や文を用いて話そう

としている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（尊敬

する人物紹介） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

Part2 ２ どのような人かを

理解したり伝えた

りするために、言

葉に情報を加えて

説明したり、伝え

合ったりすること

ができる。 

・関係代名詞

who の意味や

働き、使い方

について学

ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分の尊

敬する人物を

情報を付け加

えて説明する 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

  

Read 

and 

Think 

①② 

５ 平和や人権の大切

さを考えるため

に、ガンディーの

生涯と功績につい

・関係代名詞

that/which

（主格）、関係

代名詞

ウ 

読むこと 

（エ） 

  



て書かれた文章の

概要を捉えたり、

時間軸に沿って事

実を説明したりす

ることができる。 

that/which

（目的格）の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、なぜガン

ディーが世界

の有名なリー

ダーに影響を

与えてきたの

か、自分の考

えを書く 

Unit 

Activity 

３ 自分の尊敬する人

物について紹介す

るために、人物の

情報について事実

や自分の考え、気

持ちなどを整理し

て書いたり、発表

することができ

る。 

・自分の尊敬

する人物につ

いての情報を

整理し、その

人を紹介する

原稿を書く。 

・原稿を読み

合い、内容を

改善する 

・尊敬する人

物について発

表する。 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

  



Real Life 

English 5 

記事への意見 

 

□社会的な話題

について、理

由や根拠を含

めて自分の意

見を書くこと

ができる。 

 １ 社会的な話題につ

いて、理由や根拠

を含めて自分の意

見を書くことがで

きる。 

・記事を読

み、概要を把

握する 

・テーマに対

し、賛成か反

対かを決め、

理由を考える 

・意見文を述

べる際の表現

を学ぶ 

・自分の意見

文を書く 

カ 

書くこと 

（エ） 

知自分の意見とその理由や根拠

を書くための基本的な構成や

表現の理解をもとに、社会的

な話題に関する英文を読ん

で、理由や根拠を読み取る技

能を身につけている。 

思社会的な話題に関する英文に

ついて意見を伝えられるよう

に、賛成か反対か自分の立場

を決めて、その理由や根拠を

整理し、投稿文を書いてい

る。 

態社会的な話題に関する英文に

ついて意見を伝えられるよう

に、賛成か反対か自分の立場

を決めて、その理由や根拠を

整理し、投稿文を書こうとし

ている。 

 

評価 

・意見文作成 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

 Unit5 

単元テス

ト 

１       

Stage Activity 2  ４ 自分のことをより

よく知ってもらう

・ビデオレタ

ーを見て、相

オ 知 Unit 5 までの学習事項を用い

て、これまでの経験をふり返

  



My Activity 

Report 

 

□これまでの経

験をふり返っ

て活動報告を

発表すること

ができる。 

ために、これまで

の経験をふり返っ

て活動報告を発表

することができ

る。 

手が知りたい

情報を確認す

る 

・自分が取り

組んできた活

動のキーワー

ドをまとめる 

・活動報告の

原稿を書く 

・グループで

活動の発表を

行う 

話すこと

〔発表〕 

（イ） 

って活動報告をする技能を身

につけている。 

思自分のことをよりよく知って

もらうために、部活動や委員

会などの活動について、活動

報告の構成を理解したうえ

で、自分の経験や感想などを

即興で話したり、まとまりの

ある文章を書いて発表したり

している。 

態自分のことをよりよく知って

もらうために、部活動や委員

会などの活動について、活動

報告の構成を理解したうえ

で、自分の経験や感想などを

即興で話したり、まとまりの

ある文章を書いて発表したり

しようとしている 

 

評価 

・パフォーマンステスト（自分

が取り組んできた活動につい

ての報告） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

CRT  １       

英検 IBA  １       



１１ Unit 6 

What does it 

mean to be a 

global citizen? 

 

題材 

国をこえて助け

合うことの大切

さを知り、自分

に何ができるの

かを考える。 

 

活動  

国をこえて助け

合うことの大切

さを知り、願い

や思いを伝える

ことができる。 

Part1 ２ 世界の子供たちの

状況や気持ちを理

解するために、現

実とは異なる願い

について書かれた

文を理解したり、

自分の願いを伝え

たりすることがで

きる。 

・仮定法(I 

wish～)の意味

や働き、使い

方について学

ぶ。 

・広告を読み

概要を捉え、

発展途上国の

子どもたちが

抱える問題に

ついて知って

いることや調

べたことを本

文を参考にし

て発表する。 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

知仮定法と主語を説明する関係

代名詞を用いた文の理解をも

とに、現実とは異なる願い事

やできたらいいと思うことを

伝え合う技能を身につけてい

る。 

思国を超えて助け合うことの大

切さについて考えるために、

地球市民としての抱負につい

て、事実や自分の願い、思い

を整理し、簡単な語句や文を

用いて伝え合っている。 

態国を超えて助け合うことの大

切さについて考えるために、

地球市民としての抱負につい

て、事実や自分の願い、思い

を整理し、簡単な語句や文を

用いて伝え合おうとしてい

る。 

 

評価 

・レポート作成（地球市民とし

ての抱負発表） 

・単元テスト 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

Part2 ２ 国をこえて助け合

いたいという気持

ちを伝えるため

に、できたらいい

と思うことを伝え

合うことができ

る。 

・仮定法(If 主

語 were～)の

意味や働き、

使い方につい

て学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、どのよう

にして発展途

上国の子ども

たちを支援す

ることができ

ると思うか、

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

  



本文を参考に

してペアで伝

え合う 

 

Read 

and 

Think①

② 

５ 国をこえて助け合

うことの大切さを

理解したり伝えた

りするために、国

際社会の状況につ

いて書かれた文章

の概要や要点を捉

えたり、意見や感

想を伝えたりする

ことができる。 

・仮定法(If + 

主語 + 動詞の

過去形～)の意

味や働き、使

い方について

学ぶ。 

・主語を説明

する関係代名

詞の意味や働

き、使い方に

ついて学ぶ。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、世界の

人々や国とよ

りよい関係を

築くためにど

んなことが必

要だと思う

か、本文を参

考にして書

く。 

カ 

書くこと 

（エ） 

  

Unit 

Activity 

３ 国を超えて助け合

うことの大切さに

・世界の現状

とそれに対し

エ   



ついて考えるため

に、地球市民の 1

人としての抱負に

ついて伝え合うこ

とができる。 

自分が撮って

いきたい行動

を考える 

・考えた内容

を元に自分は

どんなことを

したいか、ま

た、どんなこ

とができるか

ペアで伝え合

う 

・ペアで伝え

合ったことを

書く 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

Real Life 

English 6 

テレビの国際ニ

ュース 

 

□ニュースなど

のテレビ番組

の音声を聞い

て、概要や要

点を理解する

ことができ

る。 

 １ ニュースなどのテ

レビ番組の音声を

聞いて、概要や要

点を理解すること

ができる。 

・ニュースの

音声を聞い

て、内容に合

うものを選ぶ 

・音声を聞

き、会議のテ

ーマを聞き取

る 

・インドの紹

介の音声を聞

き、情報をま

とめ、メモを

元に自分の言

イ 

聞くこと 

（エ） 

知未知語への対応などニュース

の聞き取り方の理解をもと

に、ニュースなどのテレビ番

組の音声を聞いて内容を聞き

取る技能を身につけている。 

思自分の言葉で説明できるよう

に、ニュースなどのテレビ番

組の音声を聞いて、概要や要

点を捉えている。 

態自分の言葉で説明できるよう

に、ニュースなどのテレビ番

組の音声を聞いて、概要や要

点を捉ようとしている。 

 

  



葉でインドを

紹介する。 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

Learning Social 

Studies in 

English 

 １ 世界の現状につい

て理解するため

に、世界を人口

100 人の村だと仮

定して、自分の感

想や考えを伝える

ことができる。 

 

・音声を聞い

て世界の現状

について聞き

取れた内容を

書き入れる 

・聞いた内容

を自分の言葉

で説明した

り、自分の考

えや感想を加

えて発表す

る。 

オ 

話すこと

〔発表〕 

（ウ） 

知世界の現状について知るため

の語句の理解をもとに、聞い

た内容を伝える英文を書く技

能を身につけている。 

思世界の現状について理解する

ために、世界を人口 100 人の

村だと仮定して、聞き取れた

内容を整理し、自分の感想や

考えをまとめて話している。 

態世界の現状について理解する

ために、世界を人口 100 人の

村だと仮定して、聞き取れた

内容を整理し、自分の感想や

考えをまとめて話そうとして

いる。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

 Unit6 

単元テス

ト 

１       

第３回 

学力テスト 

        



１２ Stage Activity 3 

Let’s Have a 

Mini Debate 

 

□主張とその理

由を明確にし

ながら、ミニ

ディベートを

することがで

きる。 

 ８ 物事を論理的・多

面的に考えて説得

力のある主張がで

きるようになるた

めに、主張とその

理由を明確にしな

がら、ミニディベ

ートをすることが

できる。 

・論題『日本

は住むのに良

い国である』

についての意

見文を読む 

・賛成の理由

と反対の理由

を選ぶ 

・自分の立場

を決め、説得

力のある主張

を考える 

・ディベート

に使える表現

を学ぶ 

・審判と司会

を決めて、ミ

ニディベート

をする 

エ 

話すこと

〔やり取

り〕 

（ウ） 

知 Unit 6 までの学習事項を用い

て、ある論題について賛成・

反対の立場を決めて、主張と

その理由を明確にしながら、

意見を伝え合う技能を身につ

けている。 

思物事を論理的・多面的に考え

て説得力のある主張ができる

ようになるために、社会的な

話題について書かれた文章を

参考に、賛成・反対の立場を

決めてグループでミニディベ

ートを行い、論点に沿った主

張をしている。 

態物事を論理的・多面的に考え

て説得力のある主張ができる

ようになるために、社会的な

話題について書かれた文章を

参考に、賛成・反対の立場を

決めてグループでミニディベ

ートを行い、論点に沿った主

張をしようとしている。 

 

評価 

・パフォーマンステスト（ミニ

ディベート） 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  



１ Let’s Read 2 

Power Your 

Future 

 

□エネルギー問

題に関する説

明文を読ん

で、概要を理

解し、自分の

考えや意見を

述べることが

できる。 

 ４ 

 

 

エネルギー問題に

関する説明文を読

んで、概要を理解

し、自分の考えや

意見を述べること

ができる。 

 

 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分が消

費者として電

気を節約する

ために日常生

活でできるこ

とを考え、発

表し合う 

ウ 

読むこと 

（エ） 

知長所と短所を比較して述べる

文章の構成の理解をもとに、

エネルギー問題について書か

れた文章の内容を読み取る技

能を身につけている。 

思自分の考えや意見を述べるこ

とができるように、さまざま

なエネルギー問題について書

かれた説明文の概要を捉えて

いる。 

態自分の考えや意見を述べるこ

とができるように、さまざま

なエネルギー問題について書

かれた説明文の概要を捉えよ

うとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

  

２ Let’s Read 3 

Coloring 

Outside the 

Lines 

 

□伝記を読ん

で、人物の歩

みや功績を読

み取り、自分

 ４ 伝記を読んで、人

物の歩みや功績を

読み取り、自分の

感想を述べること

ができる。 

・本文を読ん

で概要を捉

え、自分が最

も心に残った

文を選び、そ

の理由を説明

する 

ウ 

読むこと 

（エ） 

知人物について書かれた伝記の

文章構成の理解をもとに、そ

の人物の歩みと功績を読み取

る技能を身につけている。 

思自分の感想を述べることがで

きるように、エリック・カー

ルについて書かれた伝記を読

んで、その歩みや功績と、彼

  



の感想を述べ

ることができ

る。 

の絵本にこめられたメッセー

ジを読み取っている。 

態自分の感想を述べることがで

きるように、エリック・カー

ルについて書かれた伝記を読

んで、その歩みや功績と、彼

の絵本にこめられたメッセー

ジを読み取ろうとしている。 

 

評価 

・プリントの取り組み 

・活動の様子 

第４回 

学力テスト 

 １       

 

合計１１９時間総時数 （うち聞くこと・読むこと・話すこと【発表・やり取り】・書くことをバランス良く行う。その他 21 時間は復習や予備として活用

します） 

各単元の最後に「単元テスト」を１時間設ける。 

各７回の学力テストの時間を設ける。 

 

 


